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語
り
合
い
経
験
つ
な
げ
る

語
り
合
い
経
験
つ
な
げ
る
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今
年
１
月
７

日
、
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
で
血
な
ま
ぐ

さ
い
テ
ロ
が
発
生

し
た
。
出
版
社
の

編
集
会
議
に
自
動
小
銃
を
持
っ

た
２
人
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
乱
入

し
、
編
集
者
や
挿
絵
画
家
、
警

備
の
警
官
ら
12
人
を
射
殺
し

た
。
逃
走
中
に
も
彼
ら
は
警
官

１
人
を
射
殺
し
た
▼
同
じ
こ

ろ
、
パ
リ
近
郊
の
ユ
ダ
ヤ
系
の

食
料
品
店
に
は
銃
を
持
っ
た
男

が
人
質
を
取
っ
て
立
て
こ
も

り
、
４
人
が
殺
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
事
件
の
犯
人
た
ち
は
、
イ

ラ
ク
や
シ
リ
ア
で
勢
力
を
拡
大

し
つ
つ
あ
る
テ
ロ
グ
ル
ー
プ

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
構
成
員
で

あ
る
と
い
う
▼
こ
れ
ら
は
言
論

の
自
由
に
対
す
る
許
し
が
た
い

犯
罪
だ
。
自
由
や
民
主
主
義
に

対
す
る
虐
殺
で
も
あ
る
。
テ
ロ

リ
ス
ト
た
ち
は
「
ア
ラ
ー
の
神

は
偉
大
な
り
」
な
ど
と
叫
ん
で

殺
り
く
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
彼
ら
が
信
奉
す
る
イ
ス
ラ

ム
の
教
え
に
銃
弾
を
撃
ち
込
む

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
犯
罪
行
為
に
対
し
、
数
百
万

人
の
人
々
が
世
界
中
で
抗
議
活

動
し
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
や
ド

イ
ツ
首
相
ら
各
国
の
首
脳
陣
も

抗
議
活
動
に
参
加
し
た
▼
日
本

で
も
１
９
８
７
年
に
朝
日
新
聞

阪
神
支
局
が
襲
撃
さ
れ
、
記
者

が
殺
傷
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し

て
い
る
。
あ
と
で
政
治
結
社
ら

し
い
団
体
か
ら
犯
行
声
明
が
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
迷

宮
入
り
し
た
が
、
心
の
中
で
は

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
と
ど
め

た
い
▼
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
は
、

２
０
０
１
年
の
米
国
で
の
旅
客

機
ビ
ル
突
入
に
よ
る
大
テ
ロ
事

件
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
や
ス

ペ
イ
ン
で
の
連
続
爆
破
事
件
な

ど
凶
悪
な
事
件
を
起
こ
し
て
い

る
。
テ
ロ
組
織
は
米
国
や
イ
ス

ラ
エ
ル
を
主
に
狙
っ
て
い
る
。

日
本
が
狙
わ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
（
海
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

阪神・淡路大震災20年阪神・淡路大震災20年

　

関
連
死
を
含
め
る
と
６
４
３

４
名
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
、
今
年
で

20
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
１
月

17
日
の
早
朝
だ
っ
た
た
め
、
あ

た
り
は
真
っ
暗
、
こ
の
時
、
一

本
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
が
何
と

あ
り
が
た
か
っ
た
こ
と
か
。

　

鎮
魂
の
た
め
に
始
ま
っ
た
光

の
祭
典
「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
に
、

昨
年
末
久
し
ぶ
り
に
行
っ
た
。

震
災
か
ら
の
復
興
を
願
う
た
め

に
は
、
今
年
の
１
月
17
日
、
震

災
当
日
か
ら
始
め
た
ほ
う
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

　

震
災
当
時
、
私
た
ち
医
療
従

事
者
に
は
、
被
災
者
の
ト
リ
ア

ー
ジ
と
救
命
が
最
大
の
課
題
で

あ
っ
た
。
震
災
か
ら
の
復
興
の

た
め
に
、
協
会
は
西
宮
・
芦
屋

支
部
を
中
心
に
、
会
員
の
み
な

さ
ま
の
被
災
情
報
の
収
集
、
見

舞
金
の
贈
呈
、
患
者
さ
ん
の
窓

口
負
担
減
免
と
医
療
機
関
の
再

建
の
た
め
の
補
助
金
の
厚
生
省

要
請
等
を
行
っ
た
。
保
団
連
か

ら
も
共
済
の
休
業
保
障
制
度
の

活
用
や
お
見
舞
い
金
を
頂
き
、

大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

仮
設
住
宅
に
避
難
さ
れ
た
方

の
生
活
再
建
支
援
の
た
め
、
全

国
災
対
連
と
協
力
し
て
、「
個

人
補
償
は
し
な
い
」
と
い
う
国

の
方
針
を
打
ち
破
り
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
を
成
立
さ
せ
た

が
、
阪
神
・
淡
路
の
被
災
者
に

は
遡
及
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

20
年
目
の
今
日
、
一
番
の
課
題

は
借
り
上
げ
復
興
住
宅
か
ら
の

追
い
出
し
問
題
で
あ
る
。

　

協
会
で
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
活
動
期
に
入
っ
た
地
震
大

国
・
日
本
の
現
状
を
保
団
連
大

会
や
代
議
員
会
で
、
全
国
協
会

・
医
会
に
訴
え
続
け
て
い
る
。

10
年
前
に
は
新
潟
県
中
越
地

震
、
４
年
前
に
は
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
っ
た
。
協
会
で
は
30

回
に
わ
た
り
、
東
日
本
大
震
災

被
災
者
の
み
な
さ
ま
へ
の
支
援

を
続
け
て
い
る
。
兵
庫
県
民
主

医
療
機
関
連
合
会
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
る
、
福
島
原
発
事
故

か
ら
の
避
難
者
の
皆
さ
ま
へ
の

健
診
も
、
姫
路
で
行
う
２
月
で

４
回
目
と
な
る
。

　

阿
蘇
山
が
マ
グ
マ
噴
火
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
プ
レ
ー
ト
の
沈
み

込
み
に
よ
る
歪
み
の
圧
力
が
強

ま
っ
て
い
る
。
最
悪
の
場
合
、

兵
庫
県
で
は
、
２
万
９
０
０
０

人
が
死
亡
し
、
建
物
３
万
７
０

０
０
棟
が
全
壊
し
、
南
あ
わ
じ

市
福
良
で
は
８
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
押
し
寄
せ
る
と
い
う
、
南

海
ト
ラ
フ
大
震
災
が
心
配
だ
。

協
会
で
は
昨
年
12
月
13
日
、
市

民
公
開
講
座
と
し
て
、
神
戸
大

学
名
誉
教
授
・
田
結
庄
良
昭
先

生
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
何

が
起
き
る
の
か
」
を
行
っ
た
。

　

震
災
死
を
避
け
る
た
め
に
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
を
語
り
つ
ご
う
。

政策解説「ストップ患者負担増④」
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個
人
向
け
に
は
株
式
の
売
買

時
、
子
や
孫
へ
の
資
産
譲
渡

時
の
税
優
遇
の
拡
大
、
企
業

向
け
に
は
法
人
税
率
の
引
き

下
げ
、
そ
し
て
労
働
者
の
賃

上
げ
は
〝
お
願
い
〞
す
る
と

い
う
。

想
の
〝
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
〞

（
富
裕
層
・
企
業
が
富
め

ば
、
そ
の
恩
恵
が
労
働
者
に

も
し
た
た
り
落
ち
る
こ
と
）

を
期
待
し
た
税
制
大
綱
、
裏

に
は
消
費
税
増
税
だ
け
で
な

く
、
社
会
保
障
に
お
け
る
負

こ
れ
ま
で
に
な
い
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
ひ
き
つ
づ

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
署
名
の
提
出
は
２
月
19

日
に
な
る
。
総
選
挙
に
際
し

て
、
私
た
ち
の
政
策
と
多
く

の
共
通
点
を
持
つ
国
会
議
員

が
誕
生
し
て
い
る
。
心
強
い

ば
か
り
で
あ
る
。
力
強
く
働

き
か
け
た
い
。

　

ま
だ
ま
だ
医
療
・
介
護
な

ど
の
社
会
保
障
問
題
、
消
費

税
、
景
気
対
策
、
雇
用
問

題
、
外
交
、
平
和
、
基
地
問

題
、
原
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。

　

国
民
世
論
も
安
倍
政
権
の

政
策
に
疑
問
を
持
ち
始
め
て

お
り
、
多
く
の
国
民
や
団
体

と
連
帯
で
き
る
条
件
が
強
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
い
ま
こ

そ
医
療
人
の
使
命
と
し
て
国

民
の
命
と
生
活
を
ま
も
る
た

め
に
大
い
に
奮
闘
し
よ
う
で

は
な
い
か
。

険
医
新
聞
12
月
25
日
号
の
会

長
声
明
〝
自
民　

絶
対
得
票

率
は
17
％　

信
任
と
は
い
え

な
い
〞
の
タ
イ
ト
ル
と
声
明

の
内
容
に
尽
き
る
。

　

し
か
し
安
倍
首
相
は
、
首

相
指
名
後
の
記
者
会
見
で
自

ら
の
政
治
を
「
戦
後
以
来
の

大
改
革
、
今
回
の
総
選
挙

で
、
引
き
続
き
こ
の
道
を
ま

っ
す
ぐ
に
進
ん
で
い
け
と
国

民
か
ら
力
強
く
背
中
を
押
し

て
い
た
だ
い
た
」
な
ど
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
支

持
で
さ
ら
に
突
き
進
む
と
い

　

昨
年
の
衆
議

院
選
挙
の
結
果

は
分
析
さ
れ
つ

く
し
た
感
が
あ

る
が
、
全
国
保

返
る
し
か
な
い

も
の
だ
。
資
産

家
、
大
企
業
を

優
遇
す
る
も
の

ば
か
り
で
、
お

よ
そ
一
般
国
民

に
は
無
関
係
。

う
こ
と
は
ま
さ
に
〝
暴
走
宣

言
〞
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
安
倍
自
公
政
権

は
、
昨
年
末
の
30
日
に
来
年

度
の
税
制
改
正
大
綱
を
決
定

し
た
。
こ
の
内
容
は
あ
き
れ

　

こ
の
間
さ
ま
ざ
ま
な
報

道
、
解
説
に
お
い
て
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
批
判
的
言
論
が
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

（
事
後
に
過
ぎ
る
が
）。
し

か
し
こ
の
期
に
及
ん
で
も
幻

担
増
の
路
線
が
す
で
に
引
か

れ
て
い
る
。
ま
さ
に
国
民
に

背
を
向
け
た
政
策
で
あ
る
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
保
団
連

を
中
心
に
「
ス
ト
ッ
プ
！　

患
者
負
担
増
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
進
め
、
患

者
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

全
国
で
は
１
０

０
万
筆
、
兵
庫

で
は
５
万
筆
目

標
で
あ
る
が
、

新
国
会
に
あ
た
っ
て

活
動
方
針
に
確
信
持
ち

力
強
く
運
動
の
前
進
を

阪神・淡路大震災から20年

　

協
会
は
、
震
災
20
年
と
な

る
１
月
17
日
、
神
戸
で
メ
モ

リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
巨

大
災
害
と
人
権
保
障
」、
西

宮
で
「
20
年
の
集
い　

阪
神

・
淡
路
大
震
災―

東
日
本
大

震
災―

原
発
事
故
」
を
開

催
。
あ
わ
せ
て
４
０
０
人
が

参
加
し
、
企
画
を
通
じ
て
震

災
か
ら
の
20
年
を
振
り
返
っ

た
。

　

神
戸
会
場
で
は
、
ラ
イ
タ

ー
の
古
川
美
穂
氏
、
住
江
憲

勇
保
団
連
会
長
、
武
村
義
人

兵
庫
協
会
副
理
事
長
、
ひ
ょ

う
ご
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

正
津
房
子
氏
の
４
氏
が
講

演
。「
創
造
的
復
興
」
の
名

の
も
と
震
災
に
乗
じ
て
「
大

資
本
が
食
い
物
に
す
る
」
被

災
地
の
実
態
、
協
会
・
保
団

連
の
粘
り
強
い
運
動
に
よ
っ

て
公
的
保
障
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
こ
と
、
高
齢
化
が
進
む

復
興
住
宅
入
居
者
の
窮
状
、

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
復
興

の
大
切
さ
が
語
ら
れ
た
。

　

西
宮
会
場
で
は
、「
震
災

経
験
を
語
り
継
ぐ
・
風
化
さ

せ
な
い
・
新
た
な
つ
な
が
り

を
拡
げ
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
阪
神
・
淡
路
お
よ
び
東

日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
報

告
や
、
京
都
大
学
原
子
炉
実

験
所
助
教
の
小
出
裕
章
先
生

と
映
画
監
督
の
鎌
仲
ひ
と
み

氏
の
特
別
講
演
・
対
談
、
被

災
地
の
医
療
・
社
会
保
障
を

考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
心
肺
蘇
生
実
習
コ

ー
ナ
ー
、
震
災
の
記
録
展

示
、
被
災
地
の
物
産
品
展
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
行

わ
れ
た
。

 

（
４
面
に
企
画
詳
報
）

被
災
地
の
医
療
・
社
会
保
障
を

考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
（
西
宮
）　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
巨
大
災
害
と

人
権
保
障
」（
神
戸
）　
　

 　

神
戸
と
西
宮
で
メ
モ
リ
ア
ル
企
画

神
戸
と
西
宮
で
メ
モ
リ
ア
ル
企
画

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
、
１
月
17
日
で
20
年
を
迎
え
た
。
犠

牲
者
を
追
悼
し
経
験
を
語
り
継
ご
う
と
、
県
下

各
地
で
多
様
な
催
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
協
会

も
神
戸
と
西
宮
で
そ
れ
ぞ
れ
メ
モ
リ
ア
ル
企
画

を
開
催
し
た
。

理　

事　

長　

談　

話

理事長
池内　春樹



２０１５年(平成２７年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７７２号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
午
前

５
時
46
分
、
淡
路
島
の
北
淡
町

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
２
、
震
度
７
の
直
下
型

大
地
震
が
発
生
。
死
者
６
４
３

４
人
、
重
軽
症
者
４
万
82
人
、

全
壊
17
万
８
３
６
４
世
帯
、
半

壊
25
万
８
７
９
９
世
帯
、
一
部

損
壊
約
48
万
世
帯
の
戦
後
最
大

の
被
害
に
。
協
会
会
員
は
、
12

人
が
死
亡
、
全
半
壊
（
焼
）
４

６
５
件
、
自
宅
損
壊
７
２
８
件

の
被
害
を
受
け
た
。（
①
②
）

　

協
会
は
、
地
震
直
後
か
ら
、

保
団
連
と
全
国
協
会
の
支
援
を

受
け
、
役
員
、
事
務
局
員
が
協

力
し
て
、
被
災
会
員
の
安
否
確

認
、
救
援
・
激
励
・
情
報
の
把

握
と
宣
伝
に
全
力
を
尽
く
し

た
。
被
災
し
た
協
会
事
務
所
に

代
わ
り
、
西
宮
・
広
川
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
内
に
「
兵
庫
県
南
部

地
震
緊
急
対
策
本
部
」
を
設

置
。
緊
急
対
策
本
部
に
は
、
看

護
師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
全

国
か
ら
か
け
つ
け
、
避
難
所
、

仮
設
住
宅
の
入
居
者
訪
問
・
支

援
活
動
が
進
め
ら
れ
た
。
各
地

で
も
、
避
難
所
、
仮
設
住
宅
へ

の
支
援
が
進
め
ら
れ
た
。（
③
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

被
害
状
況
と
対
策
本
部

の
設
置
、
全
国
の
支
援

に
つ
い
て
伝
え
る
95
年

１
月
25
日
付
紙
面

特集・紙面でふりかえる震災20年特集・紙面でふりかえる震災20年

　

協
会
は
、
厳
寒
期
間
の
避
難

所
に
お
け
る
衛
生
・
環
境
の
改

善
、
医
療
支
援
体
制
強
化
、
高

齢
・
病
弱
者
の
避
難
先
の
緊
急

確
保
、
仮
設
住
宅
で
の
医
療
確

保
、
医
療
費
の
免
除
打
ち
切
り

に
対
す
る
延
長
を
求
め
て
、
医

師
会
、
国
・
県
・
神
戸
市
な
ど

に
要
請
を
重
ね
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結

果
、
政
府
は
２
次
救
急
輪
番
病

院
へ
の
復
旧
補
助
や
「
医
療
施

設
近
代
化
施
設
整
備
事
業
」
に

被
災
医
療
機
関
を
加
え
る
こ
と

を
認
め
、
民
間
病
院
・
診
療
所

２
３
０
施
設
、
総
額
94
億
円
の

公
費
に
よ
る
直
接
支
援
を
勝
ち

取
り
、
被
災
医
療
機
関
の
再
建

に
役
立
っ
た
。
た
だ
し
、「
救

急
医
療
不
参
加
」
や
「
テ
ナ
ン

ト
、
産
婦
人
科
、
歯
科
医
院
」

な
ど
は
除
外
さ
れ
た
。
ま
た
、

診
療
報
酬
概
算
請
求
、
被
災
者

の
患
者
負
担
免
除
措
置
を
実
現

さ
せ
た
。

　

当
時
の
村
山
内
閣
は
、
住

宅
、
店
舗
、
職
を
失
っ
た
被
災

者
に
対
し
、
あ
く
ま
で
「
私
有

財
産
制
度
の
も
と
で
は
個
人
補

償
は
で
き
な
い
」
と
す
る
立
場

で
「
自
立
自
助
」
を
押
し
つ

け
、
公
的
支
援
は
わ
ず
か
な
義

援
金
と
復
興
基
金
に
よ
る
被
災

者
自
立
支
援
金
の
み
だ
っ
た
。

　

協
会
は
、
県
下
の
団
体
、
学

者
、
専
門
家
と
と
も
に
95
年
３

月
に
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救

援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
」

（
県
民
会
議
）、
４
月
に
「
兵

庫
県
震
災
復
興
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
結
成
し
、

「
せ
め
て
雲
仙
・
奥
尻

な
み
の
個
人
補
償
を
」

求
め
る
運
動
に
立
ち
上

が
っ
た
。（
④
）

　

県
民
会
議
は
、「
住

　

96
年
１
月
10
日
、
瀬
尾
攝
兵

庫
県
医
師
会
長
と
合
志
至
誠
協

会
理
事
長
が
協
議
し
、
県
医
師

会
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
、
地
元
Ｎ

Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会
の
３
代
表
が

発
起
人
と
な
り
、
県
下
各
界
有

識
者
48
人
の
協
力
を
得
て
、

「
被
災
者
の
生
命
と
人
権
の
危

機
を
憂
慮
し
、『
生
活
、
営

業
、
住
宅
の
再
建
に
公
的
支
援

の
拡
充
を
』
訴
え
る
」
ア
ピ
ー

ル
（
48
氏
ア
ピ
ー
ル
）
を
発

表
。
事
務
局
を
県
医
師
会
に
置

く
と
と
も
に
、
内
外
に
賛
同
を

呼
び
か
け
た
。（
⑤
）

　

３
月
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
公
的
支
援
の
拡
大
を
求
め

て
」
を
開
催
し
、
ア
ピ
ー
ル
は

全
政
党
、
大
学
学
長
、
学
者
、

弁
護
士
、
宗
教
家
、
医
師
会
・

歯
科
医
師
会
長
な
ど
県
下
で
１

８
０
０
人
、
全
国
２
８
５
０
人

の
賛
同
を
得
て
、
世
論
を
盛
り

上
げ
た
。
さ
ら
に
、
協
会
独
自

の
上
京
要
請
行
動
な
ど
も
重

ね
、
衆
参
過
半
数
の
４
０
８
人

（
54
％
）
の
国
会
議
員
の
賛
同

を
得
て
、
土
井
た
か
子
衆
院
議

長
に
公
的
支
援
実
現
へ
、
特
別

立
法
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

震
災
２
年
目
と
な
る
97
年
１

月
に
は
、「
48
氏
ア
ピ
ー
ル
」

の
要
求
を
具
体
化
し
た
新
ア
ピ

ー
ル
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被

災
者
へ
の
公
的
支
援
の
実
現
を

重
ね
て
訴
え
る
」
を
、
合
志
協

会
理
事
長
、
評
論
家
・
内
橋
克

人
氏
ら
６
氏
を
発
起
人
と
し
、

各
界
有
識
者
１
２
６
氏
の
協
力

を
得
て
発
表
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。
国
会
議
員
３
０
１

人
を
含
む
９
０
０
余
人
の
賛
同

を
得
た
。（
⑥
）

　

同
年
４
〜
５
月
、
同
ア
ピ
ー

ル
の
要
求
に
基
づ
き
、「
住
宅

・
店
舗
の
再
建
に
５
０
０
万
円

の
公
的
助
成
を
す
る
こ
と
、
被

災
者
の
生
活
支
援
に
３
５
０
万

円
を
支
給
す
る
こ
と
」
と
い
う

要
求
の
賛
否
を
問
う
「
住
民
投

票
」
運
動
に
取
り
組
み
、
協
会

に
実
行
委
員
会
事
務
局
を
お

き
、
診
療
所
が
投
票
所
と
な
っ

た
。
結
果
は
87
万
筆
に
、
公
的

支
援
へ
の
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら

れ
、
６
月
に
総
理
府
に
持
ち
込

ま
れ
た
。（
⑦
⑧
）

　

10
月
に
は
震
災
後
初
の
神
戸

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
協
会

は
、「
た
て
な
お
そ
う
神
戸
・

市
民
の
会
」
を
母
体
に
擁
立
さ

れ
た
大
西
和
雄
候
補
（
協
会
評

議
員
）
を
推
薦
し
、
協
会
内
に

「
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
」
を

つ
く
り
、
会
員
の
半
数
を
超
え

る
支
持
を
広
げ
た
が
、
現
職
の

笹
山
市
長
に
惜
敗
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

――

会
員
の
安
否
確
認
・
医
療
機
関
支
援
に
全
力

会
員
の
安
否
確
認
・
医
療
機
関
支
援
に
全
力

阪神・淡路大震災20年

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
を

迎
え
た
。
震
災
直
後
か
ら

現
在
ま
で
の
保
険
医
協
会

の
活
動
を
、
紙
面
と
と
も

に
振
り
返
る
（
本
文
中
の

肩
書
き
は
い
ず
れ
も
当
時

の
も
の
）。

政
府
に
要
請
重
ね
る

政
府
に
要
請
重
ね
る

――

医
療
機
関
支
援
・
患
者
負
担
免
除
を
実
現

医
療
機
関
支
援
・
患
者
負
担
免
除
を
実
現

県
民
共
同
の
運
動

県
民
共
同
の
運
動

住
民
の
生
活
基
盤
回
復
求
め

住
民
の
生
活
基
盤
回
復
求
め4848

氏
ア
ピ
ー
ル

氏
ア
ピ
ー
ル

公
的
支
援
求
め
る

公
的
支
援
求
め
る

１
２
６
氏
ア
ピ
ー
ル
か
ら

１
２
６
氏
ア
ピ
ー
ル
か
ら

　
　
　

「
住
民
投
票
」
運
動
へ

　
　
　

「
住
民
投
票
」
運
動
へ

④兵庫県民会議の結成総会を報道
（95年３月15日付） 　　　　　　

⑤
96
年
２
月
25
日
付
で
は
、「
48
氏
ア
ピ
ー
ル
」、
賛
同
者
を
掲
載
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を

増
ペ
ー
ジ
と
し
て
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
４
月
15
日
付
、
住
民

投
票
運
動
ス
タ
ー
ト　

⑧
５
月
15
日
付
で
会

員
医
療
機
関
の
取
り

組
み
を
伝
え
る　
　

●①

●③

専
（
住
宅
金
融
専
門
会
社
）・

銀
行
よ
り
も
被
災
者
へ
」「
雲

仙
・
奥
尻
な
み
に
全
壊
５
０
０

万
円
、
半
壊
２
５
０
万
円
を
」

と
、
被
災
者
へ
の
個
人
補
償
、

公
的
支
援
を
求
め
て
、
国
会
前

座
り
込
み
行
動
、
１
０
０
万
署

名
、
３
・
20
県
民
集
会
や
30
次

に
わ
た
る
政
府
・
国
会
行
動
な

ど
を
重
ね
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
や
「
仮
設
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
と
協
力
し
て
、
96
年
１

月
か
ら
４
次
に
わ
た
る
仮
設
住

宅
・
復
興
住
宅
入
居
者
の
健
康

・
生
活
実
態
調
査
を
行
い
、
そ

の
つ
ど
公
的
支
援
の
強
化
・
拡

充
を
提
言
し
た
。

⑥
１
２
６
氏
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
97
年
１

月
25
日
付
）　
　
　
　

「生活復興」求めつづける「生活復興」求めつづける

●②
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運
動
を
受
け
、
被
災
者
の
公

的
支
援
を
行
う
と
す
る
「
災
害

被
災
者
等
支
援
法
案
」
が
超
党

派
の
国
会
議
員
に
よ
り
、
97
年

５
月
の
通
常
国
会
に
提
出
さ

れ
、
３
度
の
継
続
審
議
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
県
民
会
議
は
、
98

年
２
月
か
ら
東
京
に
常
駐
体
制

を
と
り
、
連
日
国
会
活
動
を
展

開
し
、
成
立
を
求
め
る
世
論
が

広
が
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
自
民
党
は
突

如
、
50
万
〜
１
０
０
万
円
の
生

活
支
援
を
柱
と
す
る
「
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
案
」
を
提
案

し
、
ほ
と
ん
ど
審
議
が
な
い
ま

ま
、
98
年
５
月
に
可
決
成
立
し

た
。
こ
れ
は
「
個
人
補
償
は
し

な
い
」
と
明
言
し
て
い
た
政
府

に
、
公
的
支
援
を
認
め
さ
せ
た

と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
義
が

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
法
は
、
阪
神
・

淡
路
に
「
遡
及
適
用
し
な
い
こ

と
」
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
内
容
も
、
年
齢
や
所
得
制

限
が
あ
り
、
使
途
も
自
立
生
活

の
再
開
に
必
要
な
生
活
必
需
品

に
限
定
し
、
上
限
１
０
０
万
円

を
支
給
す
る
と
い
う
不
十
分
な

も
の
だ
っ
た
。（
⑨
⑩
）

　

全
国
災
対
連
・
県
民
会
議
は

同
法
改
正
を
求
め
つ
づ
け
て
い

る
。
07
年
の
第
２
次
改
正
で

は
、
年
齢
・
所
得
・
使
途
制
限

が
撤
廃
さ
れ
、
全
壊
・
大
規
模

半
壊
被
災
者
に
対
し
、
住
宅
本

体
再
建
を
可
能
と
す
る
３
０
０

万
円
〜
１
０
０
万
円
の
支
給
が

実
現
し
、
能
登
半
島
地
震
、
中

越
沖
地
震
ま
で
遡
及
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

「
創
造
的
復
興
」
の
目
玉
と

し
て
、
神
戸
市
が
打
ち
出
し
た

神
戸
空
港
の
建
設
。
こ
の
是
非

を
問
い
、
98
年
８
月
〜
９
月
に

か
け
て
、
住
民
投
票
条
例
の
制

定
を
求
め
る
直
接
請
求
署
名
運

動
が
行
わ
れ
、
協
会
も
神
戸
支

部
で
取
り
組
ん
だ
。（
⑪
）

　

こ
の
結
果
、
31
万
人
余
、
有

権
者
比
26
％
を
超
え
る
直
接
請

求
署
名
が
集
ま
っ
た
が
、
神
戸

市
議
会
は
十
分
な
審
議
を
尽
く

さ
ず
条
例
案
を
否
決
し
、
市
民

の
失
望
と
大
き
な
怒
り
を
買
っ

た
。
翌
年
、
市
民
の
手
で
自
主

的
な
「
市
民
投
票
」
を
行
い
、

反
対
は
94
・
７
％
と
圧
倒
的
多

数
と
な
っ
た
。（
⑫
）

　

神
戸
市
は
市
民
の
反
対
の
声

を
押
し
切
り
、
建
設
費
３
１
４

０
億
円
を
か
け
、
06
年
に
神
戸

空
港
を
開
港
。
売
却
益
を
借
入

金
返
済
に
充
て
る
予
定
だ
っ
た

埋
立
地
は
６
％
し
か
売
れ
て
お

ら
ず
、
搭
乗
者
数
は
予
測
の
半

分
程
度
、
着
陸
料
は
予
測
の
３

分
の
１
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的

に
は
赤
字
運
営
で
市
債
償
還
に

追
い
つ
か
ず
、
市
政
の
重
荷
と

な
っ
て
い
る
。（
⑬
）

　

97
年
２
月
に
「『
１
２
６
氏

ア
ピ
ー
ル
』
を
支
持
す
る
中
央

ア
ピ
ー
ル
運
動
推
進
連
絡
会
」

が
結
成
さ
れ
、
首
都
圏
で
運
動

を
大
き
く
広
げ
た
こ
と
な
ど
を

受
け
、
運
動
を
支
援
し
て
き
た

団
体
組
織
に
よ
り
、
99
年
10
月

５
日
に
、「
災
害
被
災
者
支
援

と
災
害
対
策
改
善
を
め
ざ
す
全

国
連
絡
会
（
全
国
災
対
連
）」

が
結
成
さ
れ
た
。

　

被
災
者
の
生
活
再
建
を
め
ざ

し
、
災
害
被
災
地
へ
の
支
援
や

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」

の
改
善
運
動
、
運
動
交
流
を
目

的
に
活
動
を
つ
づ
け
、
そ
の
後

の
中
越
地
震
、
中
越
沖
地
震
、

東
日
本
大
震
災
、
広
島
の
土
砂

災
害
な
ど
で
も
、
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

国
連
社
会
権
規
約
委
員
会
の

日
本
政
府
報
告
に
対
す
る
審
査

に
あ
た
っ
て
、
大
震
災
被
災
者

へ
の
「
人
権
軽
視
の
救
援
施

策
」
の
是
正
を
求
め
る
た
め
、

県
民
会
議
は
01
年
８
月
に
、
ス

イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
本

部
に
要
請
団
を
送
り
、
合
志
至

誠
協
会
名
誉
理
事
長
が
団
長
を

つ
と
め
、
被
災
者
の
実
情
と
公

的
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

国
連
委
員
会
は
日
本
政
府
と

兵
庫
県
に
対
し
、
被
災
者
へ
の

公
的
支
援
強
化
を
求
め
る
画
期

的
勧
告
を
行
っ
た
。（
⑭
⑮
）

　

98
年
、
震
災
復
興
に
名
を
借

り
た
大
型
開
発
「
医
療
産
業
都

市
構
想
」
が
急
浮
上
し
た
。
内

容
は
、
政
府
の
「
特
区
」
制
度

な
ど
医
療
の
規
制
緩
和
政
策
に

便
乗
し
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
医
療
機
関
や
研
究
機
関
、
医

療
産
業
を
集
約
し
て
経
済
的
利

益
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も

の
。（
⑯
⑰
）
神
戸
市
内
へ
の

経
済
波
及
効
果
１
０
４
１
億
円

と
の
市
の
試
算
に
対
し
、
市
や

国
か
ら
す
で
に
１
３
０
０
億
円

あ
ま
り
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て

お
り
、
税
金
投
入
額
に
対
し
波

及
効
果
が
見
合
っ
て
い
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
医
療
の
営
利
化
の

危
険
性
や
混
合
診
療
解
禁
に
道

を
開
く
可
能
性
が
あ
る
な
ど
問

題
点
を
指
摘
し
、
県
民
や
医
師

会
と
懇
談
を
重
ね
な
が
ら
、
反

対
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

こ
の
医
療
産
業
都
市
に
は
、

公
立
病
院
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。
11
年
に
神
戸
市
立
中
央
市

民
病
院
が
医
療
産
業
都
市
内
に

移
転
さ
れ
、
協
会
は
、
公
立
病

院
が
先
端
医
療
の
た
め
に
利
用

さ
れ
る
危
険
性
や
救
急
機
能
低

下
な
ど
の
問
題
点
を
示
し
た
。

　

ま
た
須
磨
区
に
あ
る
県
立
こ

ど
も
病
院
の
移
転
計
画
に
対

し
、
患
者
や
市
民
と
と
も
に
会

を
結
成
し
、
請
願
署
名
を
集
め

る
な
ど
大
き
な
運
動
を
展
開

し
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
場
所

に
基
幹
病
院
を
設
置
す
る
問
題

点
な
ど
危
険
性
を
訴
え
た
。

（
⑱
⑲
）

　

11
年
３
月
11
日
、
三
陸
沖
を

震
源
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９

・
０
と
い
う
巨
大
地
震
が
発

生
。
東
北
の
太
平
洋
岸
各
地
を

巨
大
津
波
が
襲
い
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
が
起
こ
る

と
い
う
大
災
害
と
な
っ
た
。

　

兵
庫
協
会
は
、
震
災
直
後
か

ら
、
役
員
・
事
務
局
が
被
災
地

を
訪
れ
、
医
療
支
援
や
会
員
の

安
否
確
認
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
窓
口
負
担
の
全
被
災

者
に
対
す
る
免
除
措
置
や
被
災

医
療
機
関
へ
の
公
的
助
成
、
診

療
報
酬
の
概
算
請
求
の
実
施
を

求
め
要
請
す
る
な
ど
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を

活
か
す
べ
く
全
力
を
あ
げ
た
。

（
⑳
㉑
）

　

震
災
か
ら
４
年
と
な
る
現
在

も
、
被
災
地
へ
の
訪
問
活
動
を

継
続
し
、
被
災
地
と
の
交
流
・

連
帯
を
つ
づ
け
て
い
る
。

　

20
年
経
つ
が
、
震
災
は
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。

　

火
災
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た

長
田
地
区
で
は
、
住
民
の
無
視

の
大
型
再
開
発
事
業
が
進
め
ら

れ
た
結
果
、
巨
大
な
ビ
ル
が
立

ち
並
ぶ
も
の
の
、
テ
ナ
ン
ト
に

は
空
床
が
目
立
ち
、
人
口
も
回

復
し
て
い
な
い
。
県
や
神
戸
市

な
ど
が
、
民
間
住
宅
を
借
り
上

げ
、
被
災
者
に
提
供
す
る
「
借

り
上
げ
復
興
住
宅
」
で
は
、
20

年
間
の
契
約
期
間
満
了
が
迫

り
、
高
齢
を
迎
え
た
入
居
者
た

ち
が
転
居
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

生
活
再
建
の
た
め
の
公
的
融

資
で
あ
る
「
災
害
援
護
資
金
」

は
、
１
３
０
９
億
円
の
貸
し
付

け
の
う
ち
、
約
１
６
６
億
円
が

未
返
済
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
も
徐

々
に
現
れ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
合
志
名
誉
理
事
長

が
代
表
世
話
人
を
つ
と
め
る
県

民
会
議
に
加
わ
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
指
摘
し
、
被
災
者
の
生

活
復
興
を
求
め
続
け
て
き
た
。

14
年
に
は
、
粘
り
強
い
訴
え
の

結
果
、
災
害
援
護
資
金
は
、

「
無
資
力
」
状
態
の
場
合
、
返

済
免
除
す
る
と
の
成
果
を
得
て

い
る
。
ひ
き
つ
づ
き
す
べ
て
の

被
災
者
の
復
興
を
実
現
す
る
た

め
、
運
動
し
て
い
く
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
成
立

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
成
立

「
創
造
的
復
興
」

「
創
造
的
復
興
」

――

神
戸
空
港
の
建
設

神
戸
空
港
の
建
設

全
国
災
対
連
の
結
成

全
国
災
対
連
の
結
成

国
連
へ
の
要
請

国
連
へ
の
要
請

合
志
名
誉
理
事
長
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ

合
志
名
誉
理
事
長
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ

「
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
」

「
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
」

――

公
立
病
院
の
移
転
問
題

公
立
病
院
の
移
転
問
題

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

――

被
災
地
と
の
連
帯
つ
づ
け
る

被
災
地
と
の
連
帯
つ
づ
け
る

現
在
も
つ
づ
く
震
災

現
在
も
つ
づ
く
震
災

再
開
発
地
区
・
借
り
上
げ
住
宅
問
題
…

再
開
発
地
区
・
借
り
上
げ
住
宅
問
題
…

⑨「超党派法案」実現を求め池尻理事長が座り
込み行動に参加（98年４月15日付）、⑩立法化
を受け「生活再建可能な水準へ改善を求めてい
く」とする理事会声明（98年５月15日付）

⑪空港建設の住民投
票求める署名集めを
呼びかけ（98年８月25
日付）⑫31万人の市
民投票は反対が圧倒
的（99年８月25日付）

⑯
特
区
構
想
に
つ
い
て
の
論
点
整
理

（
02
年
７
月
15
日
付
）、
⑰
神
戸
市
医

師
会
会
長
・
副
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
08
年
11
月
15
日
付
）、
⑱
中
央
市
民

病
院
移
転
問
題
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
09
年
３

月
15
日
付
）、
⑲
こ
ど
も
病
院
移
転
問

題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
12
年
12
月
５
日
付
）

⑳東日本大震災直後の対応を報
じる（11年３月25日付）　　　

２０１３年(平成２５年)３月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７１２号（３）

　

神
戸
空
港
は
２
０
０
６
年
の
開
港
か
ら
７
年
を
迎
え
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
、
神
戸
市
が
「
創
造
的
復
興
」
の

目
玉
と
し
て
打
ち
出
し
た
空
港
建
設
。
し
か
し
、
搭
乗
者
数

は
予
測
の
半
分
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
に
は
赤
字
運
営
で
市

債
償
還
に
追
い
つ
か
ず
、
市
政
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
の
復
興
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
神
戸
空

港
の
検
証
は
重
要
で
あ
る
。
開
港
７
年
と
な
る
２
月
16
日
に

は
、
協
会
神
戸
支
部
が
参
加
す
る
「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空

港
」
の
会
が
集
会
を
開
き
、
空
港
の
現
状
を
検
証
し
、
住
民

本
位
で
な
い
ハ
コ
モ
ノ
重
視
の
復
興
を
進
め
た
神
戸
市
の
姿

勢
を
問
う
た
。

「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空
港
」の
会
集
会

神
戸
空
港
開
港
７
年　

赤
字
運
営
つ
づ
く

復
興
事
業
の
あ
り
方

復
興
事
業
の
あ
り
方  

問
い
な
お
す

問
い
な
お
す

空
港
を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
地
に

　

「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空
港
」

の
会
が
兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
い
た
「
神
戸
空
港
開
港

７
年
抗
議
と
学
習
集
会
」
に

は
、
約
60
人
が
参
加
。
神
戸
支

部
か
ら
武
村
義
人
副
理
事
長
・

神
戸
支
部
副
支
部
長
が
参
加

し
、
同
会
代
表
と
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

同
会
事
務
局
長
の
北
岡
浩
氏

は
、
神
戸
空
港
の
実
績
を
検
証

す
る
と
し
て
、
神
戸
市
が
開
港

前
に
発
行
し
た
「
神
戸
空
港
ニ

ュ
ー
ス
」
を
も
と
に
、
現
状
と

の
対
比
を
報
告
。
神
戸
市
は
バ

ラ
色
の
幻
想
を
ふ
り
ま
い
て
き

た
が
、
実
態
は
ひ
ど
い
状
態
で

あ
る
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
赤
字
空
港
の
転
用
策

と
し
て
北
岡
氏
は
、
神
戸
空
港

を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
地
に
し
よ

う
と
の
提
案
を
発
表
し
た
。
売

却
用
の
土
地
以
外
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
敷
き
詰
め
た
場
合
を
試

算
。
コ
ス
ト
、
発
電
見
込
み
等

か
ら
、
建
設
費
３
５
０
億
円
に

対
し
、
年
間
収
入
は
44
億
円
が

見
込
め
、
維
持
管
理
費
10
億
円

を
除
い
て
も
34
億
円
の
収
入
が

見
込
め
る
と
し
た
（
表
）。

　

同
会
は
、
赤
字
を
増
や
し
続

け
る
神
戸
空
港
と
海
上
ア
ク
セ

ス
を
廃
止
し
、
活
用
方
法
を
検

討
せ
よ
と
す
る
決
議
を
採
択
し

た
。

　

学
習
会
で
は
日
本
環
境
学
会

会
長
の
和
田
武
氏
が
「
地
域
主

導
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

よ
る
地
域
社
会
の
発
展
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。

　

石
油
・
ウ
ラ
ン
な
ど
埋
蔵
資

源
に
よ
る
再
生
不
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
有
限
性
や
コ
ス

ト
、
事
故
リ
ス
ク
な
ど
の
特
性

を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
較

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
位

性
を
指
摘
。
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ

ー
ク
な
ど
国
際
的
な
動
向
も
紹

12年度
（4－1月）

11100908072006

25,955,84225,955,842

19,521,41419,521,414 20,577,60820,577,608
16,751,80816,751,808

9,672,3229,672,322 8,538,1758,538,175
6,431,8486,431,848

神戸市の利用者予測旅客数

12年度
（4－1月）

（人）

11100908072006

2,738,1432,738,143
2,972,2122,972,212

3,400,0003,400,000 3,600,0003,600,000 3,800,0003,800,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000

2,576,7262,576,726
2,335,4072,335,407 2,215,0922,215,092

2,565,4052,565,405
2,014,5882,014,588

神戸空港の７年

当初予測大きく下回り
市債償還で自転車操業

住民の力で自然エネルギーを普及し、神戸経済を
活性化しようと、和田氏が訴えた　　　　　　　

求　

人
①

求　

人
①

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

加
古
川
市
尾
上

町
養
田

◇
条　

件

　

新
卒
30
万
円
〜
、
既
卒
40

万
円
〜（
経
験
に
よ
り
優
遇
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会
・
松
村
ま
で

求　

人
②

求　

人
②

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

尼
崎
市
潮
江
１

―

３―

35

◇
条　

件　

歯
科
医　

臨
床
経
験
に
応
じ

　

20
万
円
〜
90
万
円

衛
生
士　

臨
床
経
験
に
応
じ

　

20
万
円
〜
35
万
円

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
詳
し
く
は

www.am
a-dental.com

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
080―

３
９
７
１―

６
５
９

２　

事
務
長
・
細
田
ま
で

求　

人
③

求　

人
③

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

赤
穂
市
加
里
屋

駅
前
町

◇
条　

件　

　

歯
科
医　

経
験
２
年
以
上

の
方
、
常
勤
40
万
円
（
週
休

２
日
）、
ア
ル
バ
イ
ト
可

（
２
年
以
上
勤
務
可
能
な

方
）

　

衛
生
士　

パ
ー
ト　

時
給

１
１
０
０
円

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協

会
・
松
村
ま
で

医
院
譲
渡
①

医
院
譲
渡
①

◇
所
在
地　

神
戸
市
中
央
区

元
町
通
３
丁
目
９―

23
ナ
カ

シ
ン
ビ
ル
４
階
南
号
店
、
Ｊ

Ｒ
元
町
駅
西
出
口
、
阪
神
元

町
駅
西
出
口
よ
り
２
〜
３
分

◇
物
件
種
別　

地
下
１
階
・

地
上
５
階
建
の
う
ち
４
階
の

一
室
、
４
階
以
上
は
事
務
所

◇
面
積

59
・
４
㎡
（
18

坪◇◇な販が
　

☎会

医
院
譲
渡
②

◇療◇４◇科◇り斜◇上医
　

☎９月後

表　メガソーラー基地試算

図１　旅客数は市予測の半分

図２　2011年度の貨物取扱量（kg）は06年度比
で1/3に 　　　　　　　　　　
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図５　2012年度収入決算見込みの内訳

空港用地 153.6ha
発電量見込み 約100MW
建設費 325億円～350億円
年間総発電量 １億1000万～１億3000万KWH
単価 40円/KW
年間収入見込み 44～52億円
年間維持管理費 10億円
年間収益 34～42億円

署名
窓口負担軽減
消費税増税中止

　

「
神
戸
空
港
開
港
７
年
抗
議

と
学
習
集
会
」
で
、「
ス
ト
ッ

プ
！
神
戸
空
港
」
の
会
が
報
告

し
た
検
証
内
容
を
紹
介
す
る
。

っ
て
は
、
開
港
直
後
の
06
年
度

を
ピ
ー
ク
に
、
11
年
度
は
３
分

の
１
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
図

２
）。
デ
フ
レ
経
済
下
で
、
神

戸
市
だ
け
の
問
題
で
な
い
と
し

て
も
、
い
ず
れ
も
予
測
値
を
大

幅
に
下
回
っ
て
い
る
。

　

第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
着
陸

料
収
入
」。
神
戸
市
は
空
港
の

運
営
に
つ
い
て
「
着
陸
料
収
入

で
運
営
。
収
支
に
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
し
、
空
港
管
理
収

支
の
見
込
み
で
は
、
市
債
償
還

費
と
着
陸
料
見
込
み
が
ほ
ぼ
対

応
す
る
形
で
計
上
さ
れ
て
い
た

（
図
３
）。

　

し
か
し
、
着
陸
料
の
決
算
は

市
予
測
の
３
分
の
１
に
す
ぎ
ず

（
図
４
）、
空
港
の
管
理
収
入

に
占
め
る
割
合
は
26
％
ま
で
ダ

ウ
ン
（
図
５
）。
新
た
な
借
金

で
と
り
つ
く
ろ
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
実
態
は
大
赤
字
だ
。

　

第
３
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
市

税
を
使
わ
ず
に
建
設
し
ま
す
」

と
し
て
き
た
こ
と
。「
市
債
を

発
行
し
、
埋
め
立
て
た
土
地
売

却
で
返
済
す
る
」
と
い
う
の
が

市
の
説
明
だ
っ
た
が
、
売
れ
た

の
は
82
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
８
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
け
。

95
％
が
売
れ
残
り
、
借
金
２
３

０
３
億
円
返
済
の
め
ど
が
た
た

な
い
。
神
戸
市
の
特
別
会
計
で

あ
る
新
都
市
整
備
事
業
か
ら
新

た
に
借
金
す
る
多
重
債
務
に
陥

っ
て
い
る
。

　

第
４
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
関
連

事
業
と
し
て
の
「
海
上
ア
ク
セ

ス
」
問
題
。
関
空
と
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
を
海
上
で
結
ぶ
事
業

で
１
９
８
８
年
に
事
業
開
始

後
、
02
年
に
多
額
の
赤
字
を
抱

え
休
止
し
て
い
た
が
、
06
年
の

神
戸
空
港
後
に
再
開
。
し
か
し

再
開
後
も
赤
字
を
増
や
し
続

け
、
累
積
損
失
は
１
６
７
億
円

に
拡
大
。
神
戸
市
は
、
事
業
体

へ
の
貸
付
金
を
繰
入
金
に
変
換

す
る
「
１
０
０
％
減
資
」
と
い

う
手
法
で
、
市
の
負
債
１
５
８

億
円
を
帳
消
し
に
し
た
。
つ
ま

り
市
民
の
税
金
１
５
８
億
円
が

海
の
藻
屑
に
消
え
た
格
好
で
あ

る
。今

秋
神
戸
市
長
選
挙

空
港
の
今
後
問
お
う

　

神
戸
空
港
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
「
創
造
的
復
興
」
を

象
徴
す
る
事
業
で
あ
っ
た
が
、

復
興
に
役
立
つ
ど
こ
ろ
か
市
民

の
お
荷
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

　

本
年
秋
に
は
神
戸
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
神
戸
空

港
問
題
は
争
点
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

　

北
岡
氏
は
、
検
証
の
基
準
と

し
て
、
神
戸
市
が
開
港
前
に
発

行
し
た
「
神
戸
空
港
ニ
ュ
ー
ス

Ｎ
ｏ
19
」
な
ど
を
も
と
に
、
実

態
と
比
較
し
た
。

　

第
１
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
旅
客

数
」。
市
は
２
０
１
０
年
度
に

当
初
４
２
０
万
人
、
途
中
修
正

で
４
０
０
万
人
に
な
る
と
見
込

ん
だ
。
し
か
し
旅
客
数
は
07
年

度
の
２
９
７
万
人
を
ピ
ー
ク
に

減
り
続
け
、
11
年
度
は
２
５
６

万
人
と
予
測
値
の
６
割
程
度
。

12
年
度
は
１
月
ま
で
の
10
カ
月

値
で
２
０
１
万
人
に
す
ぎ
な
い

（
図
１
）。
貨
物
取
扱
量
に
至

介
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
強
調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
風
力
発

電
は
低
周
波
な
ど
で
問
題
は
な

い
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ

れ
、「
地
域
に
関
係
の
な
い
企

業
が
勝
手
に
設
置
す
る
こ
と
か

ら
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と

し
、「
地
域
住
民
が
設
置
場
所

も
含
め
て
参
加
し
、
自
ら
が
所

有
者
と
な
っ
て
い
る
国
で
は
、

そ
う
い
う
問
題
は
起
き
て
い
な

い
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

検 証

⑭
合
志
名
誉
理
事
長
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
派
遣
募
金
を
訴
え

（
01
年
７
月
15
日
付
）、
⑮
国
連
の
勧
告
内
容
と
参
加

記
を
掲
載
（
01
年
９
月
15
日
付
）

ポーアイ移転でいいの？ポーアイ移転でいいの？
シンポジウムに150人シンポジウムに150人

こどもこども
　病院　病院

税金・融資のご相談は☎0
78－393－1817へ。 保険医

年金・休業保障・グループ
保険のお問い合わせは☎0

78－393－1805へ。（朝９時
30分から)
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清
少
納
言
の
枕

草
子
に
〝
秋
は
夕

暮
れ
…
山
の
端は

、

い
と
近ち

こ

う
な
り
た

る
〞
な
る
一
節
が

あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
現
代
の

都
会
の
一
日
は
、
時
計
に
追
わ

れ
毎
日
、
多
忙
、
喧
騒
、
雑

然
、
日
没
が
早
い
こ
の
時
期
、

千
年
前
の
感
性
の
豊
か
さ
に
感

動
す
る
暇
も
な
い
。
六
甲
の
山

々
や
自
然
に
抱
か
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
気
が
つ
け
ば

日
没
を
過
ぎ
、
疲
労
感
が
肩
に

重
い
▼
先
日
往
診
が
長
引
き
、

ち
ょ
う
ど
帰
り
道
に
夕
暮
れ
と

な
っ
た
。
高
層
住
宅
か
ら
山
裾

を
眺
め
る
と
〝
な
る
ほ
ど
〞
と

平
安
の
時
期
に
思
い
を
は
せ
そ

の
気
に
な
る
。
や
は
り
自
然
は

偉
大
、
山
々
の
紅
葉
も
美
し

く
、
町
並
み
に
沿
っ
て
銀
杏
、

特
に
今
年
は
桜
並
木
の
色
づ
き

が
あ
で
や
か
だ
っ
た
。
だ
が
何

と
な
く
昔
と
比
べ
一
カ
月
く
ら

い
季
節
が
遅
い
気
が
す
る
。
吐

く
息
の
白
さ
、
行
楽
の
季
節
、

紅
葉
狩
り
…
今
は
も
う
冬
で
あ

る
▼
地
球
温
暖
化
の
せ
い
か
、

農
作
物
の
生
産
地
も
変
化
し
て

い
る
と
い
う
。
北
海
道
で
は
直

近
百
年
で
平
均
気
温
が
二
度
上

昇
し
た
と
。
品
種
改
良
の
努
力

も
あ
っ
て
か
、
昔
は
寒
く
て
稲

作
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
銘

柄
米
が
好
評
で
、
入
手
不
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
名
は

〝
ゆ
め
ぴ
り
か
〞
ピ
リ
カ
と
は

ア
イ
ヌ
語
で
〝
美
し
い
〞
の
意

味
▼
温
度
上
昇
の
原
因
は
諸
説

あ
る
が
、
や
は
り
人
間
の
営
み

に
よ
る
と
こ
ろ
が
一
番
か
。
炭

酸
ガ
ス
は
赤
外
線
を
吸
収
す
る

ガ
ス
。
こ
の
ま
ま
地
球
が
暑
く

な
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
危
機
感

を
あ
お
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

こ
れ
ま
た
諸
説
紛
々
。
先
日
の

衆
院
解
散
で
「
地
球
温
暖
化
対

策
基
本
法
案
」
㈠
年
比
で
炭
酸

ガ
ス
25
％
削
減
の
法
案
が
「
審

議
不
能
」
に
な
っ
た
。
地
球
に

優
し
い
政
治
を
望
む
。 

（
無
）

今　 号　の　 記　事今　 号　の　 記　 事

７面

７面

10面歯科定例研より

エンドの知識とテクニック
研
面
究

11・11原発ゼロ行動・保団連公害視察
会参加記

会員意見実態調査報告⑤「診療報酬
・審査㊦」

川島県医師会長があいさつ

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
県
立
こ
ど
も
病
院　

ポ
ー
ア
イ
移
転
で
い
い

の
？
」
が
11
月
24
日
、
兵
庫
県
医
師
会
館
で
行
わ
れ
、
市
民
ら
１

５
０
人
が
参
加
し
た
。
県
医
師
会
理
事
、
防
災
の
専
門
家
、
東
日

本
大
震
災
経
験
者
、
患
者
会
代
表
の
４
人
が
報
告
し
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
移
転
計
画
が
無
謀
で
あ
る
こ
と
が
う
き
ぼ
り
に
な
っ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
最
後
に
「
決
起
集
会
」
と
し
て
、
移
転
計

画
を
撤
回
さ
せ
よ
う
と
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。
主
催
は
「
県
立

こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア
イ
移
転
計
画
を
撤
回
さ
せ
、
周
産
期
医
療

の
拡
充
を
求
め
る
会
（
略
称
・
こ
ど
も
病
院
連
絡
会
）」。

　

池
内
春
樹
協
会
理
事
長
が
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
、
こ
ど
も
病
院
連
絡
会
を
結

成
し
て
県
民
運
動
と
し
て
広
げ

て
き
た
経
緯
を
報
告
。
続
い
て

川
島
龍
一
県
医
師
会
長
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
述
べ
「
医
師
会
は

当
初
か
ら
反
対
し
て
き
た
。
皆

さ
ん
の
請
願
署
名
運
動
を
成
功

さ
せ
、
知
事
に
県
民
の
声
を
届

け
て
い
た
だ
き
た
い
。
県
医
師

会
も
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
、
こ
ど
も
病
院
連
絡

会
の
運
動
を
激
励
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
協
会
の
西

山
裕
康
理
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
て
進
行
。

　

橋
本
寛
県
医
師
会
理
事
・
橋

本
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
が
基
調
報
告
し
、
こ
ど
も
病

院
が
全
国
で
２
番
目
に
で
き
た

小
児
専
門
病
院
で
あ
り
、
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
は
県
下
唯
一
で
あ
る
な

ど
、
こ
ど
も
病
院
の
位
置
づ
け

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
今
回

の
移
転
計
画
の
経
緯
を
説
明
し

た
。
ポ
ー
ア
イ
移
転
を
含
め
た

地
域
医
療
再
生
計
画
を
国
に
申

請
す
る
に
は
、
県
医
師
会
な
ど

医
療
団
体
の
意
見
を
反
映
す
る

こ
と
が
条
件
と
し
て
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
県
は
厚
労
省
に
対

し
て
医
師
会
の
同
意
が
あ
っ
た か

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
と

し
、
事
実
は
、
一
貫
し
て
反
対

を
表
明
し
申
し
入
れ
を
行
っ
て

き
た
な
ど
と
し
た
。

　

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
３
氏

が
報
告
。
神
戸
大
学
名
誉
教
授

で
地
質
学
が
専
門
の
田
結
庄
良

昭
氏
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
る
こ
ど
も
病
院
の
被
害

予
測
を
報
告
。
南
海
ト
ラ
フ
巨 大

地
震
は
３
分
間
以
上
の
長
時

間
地
震
動
が
継
続
す
る
と
し
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
上
の
激

震
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
し
た
。

　

ま
た
、
液
状
化
に
よ
る
地
盤

沈
下
で
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
機
能
し
な
く
な
る
こ

と
、
病
院
周
辺
で
液
状
化
対
策

を
行
っ
て
も
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
１
期
地
は
再
び
液
状
化
す
る

た
め
孤
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ

と
、
津
波
は
遡
上
高
が
１
・
５

倍
と
な
り
、
護
岸
高
４
〜
６
メ

ー
ト
ル
を
容
易
に
乗
り
越
え
る

と
指
摘
。
さ
ら
に
津
波
で
火
が

つ
い
た
タ
ン
ク
が
押
し
寄
せ
れ

ば
、
火
災
に
よ
る
被
害
が
想
定

さ
れ
る
と
し
た
。

　

宮
城
県
の
坂
総
合
病
院
名
誉

院
長
の
村
口
至

先
生
は
、
東
日

本
大
震
災
経
験

者
と
し
て
報

告
。
兵
庫
県
の

こ
ど
も
病
院
移

転
計
画
を
聞
い

て
、「
高
台
か

ら
人
工
島
へ
移

す
な
ん
て
信
じ

ら
れ
な
い
」
と

強
調
。
東
日
本
大
震
災
で
は
海

岸
地
域
に
あ
っ
た
石
巻
市
立
病

院
な
ど
が
津
波
に
襲
わ
れ
機
能

を
失
っ
た
の
に
対
し
、
高
台
に

あ
っ
た
気
仙
沼
市
立
病
院
、
岩

手
県
立
大
船
渡
病
院
、
石
巻
日

赤
病
院
は
津
波
を
免
れ
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
役
割
を
果
た
し

た
と
紹
介
。
３
・
11
の
教
訓
と

し
て
、
単
な
る
津
波
高
だ
け
で

な
く
地
盤
沈
下
、
横
移
動
の
想

定
、
幹
線
道
路
は
車
が
殺
到

し
、
病
院
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

一
本
で
は
運
行
不
能
に
な
る
な

ど
と
し
、
病
院
は
大
震
災
時
に

救
援
の
拠
点
と
し
て
全
県
的
機

能
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
ど
も

病
院
が
ど
う
い
う
役
割
を
果
た

す
の
か
の
構
想
が
見
ら
れ
な
い

と
指
摘
し
た
。

　

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守

る
会
兵
庫
県
支
部
代
表
の
米
澤

美
左
子
氏
は
、
こ
ど
も
病
院
の

創
立
が
、
心
臓
病
児
の
親
の
手

紙
が
金
井
元
彦
県
知
事
に
届
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
置
な

ど
、
同
会
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
と
報
告
。

　

し
か
し
今
回
は
、
県
側
か
ら

決
定
す
る
ま
で
に
何
の
相
談
も

な
く
、
ま
た
質
問
を
し
て
も
回

答
が
得
ら
れ
な
い
と
怒
り
を
こ

め
て
報
告
し
た
。
病
児
が
大
人

に
な
り
小
児
科
に
通
え
な
く
な

る
「
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
」
に

つ
い
て
も
、
県
は
神
戸
市
立
中

央
市
民
病
院
と
隣
接
す
る
こ
と

で
解
決
す
る
と
し
て
い
る
が
、

市
民
病
院
自
身
が
、「
キ
ャ
リ

ー
オ
ー
バ
ー
」
に
対
応
で
き
な

い
と
表
明
し
て
い
る
と
指
摘
し

た
。「

厚
労
省
は
医
師
会
の

合
意
必
要
と
判
断
」

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
２
部
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
西

山
理
事
が
、
県
病
院
局
に
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
を
要
請
し
た
が
了
解

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
経
過
を
報

告
し
て
討
議
。
フ
ロ
ア
か
ら
山

下
芳
生
参
院
議
員
（
日
本
共
産

党
）
が
、
国
会
で
の
審
議
と
厚

労
省
の
対
応
を
発
言
し
、「
厚

労
省
と
し
て
は
医
療
関
係
団
体

の
合
意
が
な
け
れ
ば
計
画
は
見

直
す
べ
き
と
し
て
い
る
」
と
指

摘
。
医
療
団
体
の
合
意
な
く
し

て
地
域
医
療
の
再
生
な
ど
で
き

る
は
ず
が
な
い
と
、
県
の
姿
勢

を
厳
し
く
批
判
し
た
。

移
転
撤
回
の

ア
ピ
ー
ル
採
択

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
最
後
に
、

フ
ロ
ア
か
ら
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
決
起
集
会
に
し
て
は
と
の

提
起
を
受
け
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
西
山
理
事
が
ア
ピ
ー

ル
の
発
表
を
提
案
。
会
場
い
っ

ぱ
い
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。

「クイズで考える日本の医療」「クイズで考える日本の医療」

グッズをご注文ください

　患者さんに、

クイズを楽しみ

ながら医療問題

を考えていただ

き、患者負担軽

減の世論を広げ

ませんか？

　参加にはまず

「クイズチラシ

グッズ」をご注文ください。

グッズのご注文、お問い合わせは
、　　　

　　　　　　　☎078－393－180
7まで

毎週木曜19時40分～20時
頃

ラジオ関西番組出演

「医療知ろう！」「医療知ろう！」

 放送中!! 放送中!!

AM558kHz／1395kHz（
県北部）

〈放送予定〉
12月６日　子どもの口腔崩壊

　　13日　子どもたちの健康管理

　　20日　 こども病院ポートアイランド

移転問題

　　27日　この一年を振り返って

防
災
リ
ス
ク
、拠
点
病
院
の
一
極
集
中
、患
者
の
思
い
…

ど
こ
か
ら
見
て
も
無
謀
な
計
画

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
孤
立
必
至

（
上
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
議
論
す

る
報
告
者
４
氏
。

（
下
）
兵
庫
県
医
師
会
館
ホ
ー
ル

に
１
５
０
人
が
集
ま
っ
た
。

総選挙特集号総選挙特集号
候補者インタビュー 

２面

　新党日本・田中康夫氏

　日本共産党・堀内照文氏

　公明党・赤羽一嘉氏

会員投稿「投票に行こう」 
３面

政策座談会 ４・５面

　「企業・富裕層負担で

　　　　　　社会保障充実を
」

第１弾は12月末まで第１弾は12月末まで
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今　号　の　記　事 　

協
会
神
戸
支
部
が
参
加
す
る
神
戸
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
３
月
１
日
、
神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院
の
移
転
問
題

を
テ
ー
マ
に
市
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
神
戸
市
医
師
会
館
で

開
催
し
、
市
民
ら
約
70
人
が
参
加
し
た
。
協
会
か
ら
小

西
達
也
理
事
、
藤
末
衛
評
議
員
、
田
中
孝
明
理
事
・
神

戸
支
部
長
が
報
告
者
や
司
会
者
と
し
て
参
加
し
た
。
同

病
院
の
移
転
計
画
は
、
市
民
に
は
具
体
的
な
中
身
が
ほ

と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
加
者
か
ら
は
「
問
題

点
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
多
く
の
人
に
知
ら
せ
る
取
り
組

み
が
必
要
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院

は
、
現
在
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
１
期
地
か
ら
、
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
２
期
地
に
あ
る
先
端
医

療
セ
ン
タ
ー
の
隣
地
に
移
転
す

る
計
画
で
、
規
模
は
１
千
床
か

ら
７
０
０
床
に
縮
小
す
る
。
同

病
院
を
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
の

「
臨
床
の
核
」
と
す
る
ね
ら
い

で
、
そ
の
た
め
に
個
室
を
大
幅

に
増
加
。
病
室
数
で
は
75
％
が

個
室
に
な
り
、
病
床
数
で
も
個

室
床
が
４
割
を
占
め
る
。
こ
の

移
転
計
画
に
つ
い
て
４
氏
が
問

題
点
を
報
告
し
た
。

　

小
西
協
会
理
事
は
、
診
療
所

の
立
場
か
ら
問
題
点
を
報
告
。

「
先
端
医
療
が
受
け
ら
れ
る
と

い
う
が
、
全
国
か
ら
高
額
な
治

療
費
を
払
え
る
患
者
が
集
中

し
、
ベ
ッ
ド
を
占
領
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
あ
り
ふ
れ
た
病
気

の
市
民
の
入
院
が
困
難
に
な

る
」
と
警
告
し
た
。
ま
た
、

「
病
気
を
複
数
か
か
え
た
高
齢

者
が
入
院
す
る
場
合
、
総
合
病

院
が
頼
み
の
綱
。
民
間
病
院
に

は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
医
療
が
あ

る
が
、
あ
れ
も
こ
れ
も
必
要
と

い
う
場
合
に
は
対
応
が
困
難
」

な
ど
と
訴
え
た
。

藤
末
協
会
評
議
員
は
、
病
院

医
師
の
立
場
か
ら
救
急
医
療
問

題
を
報
告
。
救
急
医
療
の
あ
り

方
と
し
て
、
１
〜
３
次
の
３
階

建
て
救
急
体
制
と
、
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
な
Ｅ
Ｒ
型
救
急
体
制
が

あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
上
で
、

中
央
市
民
病
院
は
「
３
次
と
Ｅ

Ｒ
を
兼
ね
備
え
た
展
開
を
堅
持

し
て
き
た
」
と
説
明
。
２
次
救

急
病
院
の
苦
難
が
増
加
す
る

中
、
中
央
市
民
病
院
の
果
た
し

て
い
る
役
割
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。
最
後
の
砦
と
し
て
の
市

民
病
院
の
救
急
受
け
入
れ
が
困

難
に
な
れ
ば
、
２
次
病
院
は
耐

え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
ま
た
、

神
戸
市
の
年
齢
別
救
急
搬
送
数

に
よ
れ
ば
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
救
急
搬
送
が
多
く
を
占
め

（
全
体
の
47
％
）、
若
年
層
よ

り
長
期
の
入
院
医
療
を
要
す
る

救
急
が
増
え
て
い
る
と
指
摘
し

予算案での井戸県知事の福

を撤回せよ
もに、福祉医療の大改悪案

どし、県民18万人から福祉医

神戸中央市民病院問題でフォーラム

移転計画の一時凍結求める移転計画の一時凍結求める

市民病院移転の問題点が各報告者から出された

協会

小
西
、藤
末
先
生
ら
が
報
告

小
西
、藤
末
先
生
ら
が
報
告

２００８年(平成２０年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１５７３号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

神戸医療産業都市神戸医療産業都市ととスーパー特区スーパー特区
神戸市医師会 川島会長、西田副会長に聞く

池
内　

ス
ー
パ
ー
特
区
問
題
が

に
わ
か
に
浮
上
し
て
き
ま
し
た

が
、
ま
ず
そ
の
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

川
島　

小
泉
首
相
が
２
０
０
６

年
に
首
相
退
任
し
た
後
、
医
療

を
め
ぐ
る
規
制
緩
和
の
動
き
は

一
段
落
し
た
か
の
よ
う
な
印
象

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
態
は
全

く
逆
で
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
は

ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
毎
年
ア
メ
リ
カ
政
府
は
規

制
改
革
要
求
を
日
本
政
府
に
突

き
付
け
て
い
ま
す
が
、
２
０
０

７
年
10
月
18
日
に
出
さ
れ
た
要

望
書
に
は
「
革
新
的
創
薬
の
た

め
の
官
民
対
話
等
、
医
療
制
度

改
正
に
関
す
る
日
本
政
府
と
の

協
議
に
米
国
産
業
界
を
引
き
続

き
参
加
さ
せ
る
」「
研
究
開
発

志
向
型
の
米
国
製
薬
業
界
の
代

表
を
中
医
協
の
薬
価
専
門
部
会

の
委
員
に
任
命
す
る
」
な
ど
、

引
き
続
き
医
療
分
野
に
お
け
る

営
利
企
業
参
入
へ
の
強
い
意
思

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

加
藤　

ア
メ
リ
カ
代
表
を
「
中

医
協
委
員
に
任
命
す
る
」
と

は
、
本
当
に
驚
き
で
す
ね
。

川
島　

内
政
干
渉
と
も
と
れ
る

非
常
に
露
骨
な
要
求
で
す
。
し

か
も
こ
の
中
で
は
「
医
療
特
区

の
全
国
展
開
」「
医
療
関
連
産

業
が
あ
ら
ゆ
る
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
を
可
能
に
」
な
ど
、
従

来
の
特
区
制
度
の
大
幅
な
拡
大

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

米
政
府
の
要
望
書
を
具
体
化
す

る
形
で
、
早
速
年
明
け
の
２
０

０
８
年
１
月
31
日
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
、
太
田
弘
子
内
閣

府
特
命
大
臣
（
当
時
）
が
「
経

済
成
長
戦
略
の
主
要
な
政
策
項

目
に
つ
い
て
」
を
提
案
。
こ
こ

で
「
先
端
医
療
技
術
を
実
践
に

生
か
す
た
め
の
再
生
医
療
等
の

特
区
創
設
」、
い
わ
ゆ
る
「
先

端
医
療
開
発
特
区
」（
以
下　

ス
ー
パ
ー
特
区
）
が
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
内
閣
府
、

厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

文
部
科
学
省
が
共
同
事
業
と
し

て
進
め
る
こ
と
が
決
定
し
た
の

で
す
。

武
村　

ス
ー
パ
ー
特
区
は
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の

で
し
ょ
う
か
。

川
島　

一
言
で
い
え
ば
、
異
な

る
地
域
の
大
学
病
院
や
高
度
医

療
専
門
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
臨
床

研
究
機
関
や
企
業
等
の
複
合
体

で
行
わ
れ
る
先
端
医
療
の
開
発

に
、
重
点
的
に
研
究
資
金
の
補

助
金
を
投
入
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
従
来
の
補
助
金
で
は

企
業
が
入
っ
た
申
請
主
体
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
特
区
で
は

対
象
と
な
る
複
合
体
に
は
企
業

の
参
加
が
自
由
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
複
合
体

内
で
政
府
の
補
助
金
と
企
業
資

金
が
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
現
に
、
現

在
申
請
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
多
く
は
企
業
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

武
村　

先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

川
島　

先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
研

究
所
長
・
西
川
伸
一
氏
、
先
端

医
療
セ
ン
タ
ー
長
・
田
中
紘
一

氏
、
臨
床
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー

研
究
事
業
統
括
・
福
島
雅
典
氏

を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
と
し
て
、

３
つ
の
研
究
テ
ー
マ
を
、
い
ず

れ
も
企
業
を
含
め
た
複
合
体
が

申
請
し
て
い
ま
す
。

池
内　

複
合
体
の
内
部
で
企
業

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
か
非
常
に
気
が
か
り

で
す
ね
。

川
島　

そ
れ
に
規
制
面
で
は

「
先
端
医
療
の
開
発
段
階
か
ら

規
制
当
局
と
密
接
に
協
議
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
っ
た
複
合
体
に
は
、
先

端
医
療
の
開
発
途
上
で
事
実
上

の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

「
高
度
医
療
評
価
制
度
」は

大
き
な
問
題

藤
末　

株
式
会
社
の
医
療
へ
の

参
入
が
こ
う
し
た
形
で
行
わ
れ

る
と
は
、
非
常
に
問
題
で
す

ね
。

川
島　

さ
ら
に
大
き
な
問
題
は

「
高
度
医
療
評
価
制
度
」
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
制

度
の
適
用
を
受
け
れ
ば
、
薬
事

法
の
承
認
が
得
ら
れ
て
い
な
い

医
薬
品
・
医
療
機
器
の
使
用
を

伴
う
先
端
医
療
技
術
で
も
、
医

療
保
険
と
の
併
用
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
安
全
性
か
ら
も
、
ま

た
、
実
質
上
の
混
合
診
療
の
解

禁
に
向
か
う
と
い
う
面
か
ら
も

右から藤末評議員、西田副会長、川島会長、
池内理事長、加藤副理事長、武村副理事長　

産
業
に
か
わ
り
、
平
和
産
業
で

あ
る
薬
剤
や
医
療
機
器
の
開
発

で
神
戸
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
と
い
う
思
い
で
出
発
し
た

神
戸
医
療
（
関
連
）
産
業
都
市

構
想
に
医
師
会
が
反
対
し
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
ス
ー
パ
ー
特
区
は
、
神
戸
医

療
産
業
都
市
構
想
を
強
く
意
識

し
た
動
き
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
神
戸

市
は
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

中
央
市
民
病
院
を
先
端
医
療
セ

ン
タ
ー
の
隣
り
に
移
転
さ
せ
、

周
辺
に
高
度
専
門
病
院
群
を
サ

テ
ラ
イ
ト
化
し
て
整
備
す
る

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
構

想
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ス
ー
パ
ー
特
区
が
対
象
と

射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
」
の
２
つ

の
が
ん
セ
ン
タ
ー
構
想
が
候
補

に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
院
群
の
中
に
は
中
央
市
民
病

院
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
ぐ
希
望

を
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

武
村　

神
戸
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
オ

イ
ル
マ
ネ
ー
の
出
資
が
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
ね
。

川
島　

こ
の
病
院
の
設
立
経
過

を
見
る
と
、
ス
ー
パ
ー
特
区
構

想
と
の
か
か
わ
り
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
病
院
の
発
足
母
体
と

な
っ
て
い
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
構
想
研
究
会
」
に
は
、

多
く
の
企
業
群
が
名
を
連
ね
て

い
ま
す
。
し
か
も
今
年
１
月
、

病
院
の
発
起
人
で
あ
る
田
中
紘

一
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
長
と
、

ス
ー
パ
ー
特
区
の
旗
振
り
役
で

あ
る
甘
利
明
経
済
産
業
大
臣

（
当
時
）
が
ア
ブ
ダ
ビ
を
訪
問

し
て
、
病
院
へ
の
オ
イ
ル
マ
ネ

ー
の
出
資
を
取
り
付
け
ま
し

た
。
そ
の
後
の
経
済
財
政
諮
問

会
議
で
、
太
田
弘
子
大
臣
は
、

先
端
医
療
開
発
促
進
な
ど
の

「
経
済
制
度
の
整
備
」
を
条
件

に
、
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
日
本
へ
の

投
資
促
進
の
約
束
を
取
り
付
け

た
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
ス
ー
パ
ー
特
区
を
呼
び
水

に
、
国
際
的
投
資
を
促
進
す
る

も
く
ろ
み
で
、
そ
の
第
一
弾
が

臨
床
ま
で
一
体
化
す
る
動
き
が

隠
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

池
内　

先
端
医
療
開
発
で
、
こ

の
よ
う
に
露
骨
な
企
業
参
入
が

行
わ
れ
れ
ば
、
商
業
主
義
的
な

歪
み
が
少
な
か
ら
ず
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
の

人
権
や
医
の
倫
理
の
問
題
が
置

き
去
り
に
さ
れ
な
い
か
、
非
常

に
大
き
な
危
惧
を
抱
く
の
で
す

が
。

西
田　

そ
の
通
り
で
す
。
し
か

も
、
こ
う
し
た
動
き
が
市
民
に

全
く
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

先
端
医
療
の
開
発
な
ど
の
医
学

の
進
歩
は
、
医
の
倫
理
を
置
き

去
り
に
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
川
島
会
長
が
「
患
者
市
民

の
安
全
と
生
命
倫
理
の
順
守
を

い
か
に
担
保
す
る
の
か
」
と
質

し
た
の
に
対
し
、
井
村
裕
夫
先

端
医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
は

「
そ
の
点
は
最
優
先
す
る
」
と

回
答
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
３
日
前
の
ラ
ジ
オ
番
組

で
、
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究

所
長
は
、
そ
の
真
意
は
ど
う
で

あ
れ
「
新
し
い
医
療
が
生
ま
れ

る
に
は
膨
大
な
人
体
実
験
が
必

要
」
と
、
医
療
人
と
し
て
到
底

看
過
で
き
な
い
発
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
制
に

よ
る
先
端
医
療
開
発
に
は
、
大

い
な
る
懸
念
を
抱
き
ま
す
。

医
学
の
進
歩
、
恩
恵
は

全
国
民
が
享
受
す
べ
き

藤
末　

医
師
会
と
し
て
、
神
戸

市
へ
の
働
き
か
け
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

西
田　

神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー
中
央
市
民
病
院
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
地
元
医
師
会
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
中

で
、
８
項
目
に
つ
い
て
要
望

し
、
文
書
に
よ
る
確
約
を
求
め

ま
し
た
。
特
に
高
度
・
先
端
医

療
に
つ
い
て
は
「
安
全
性
と
倫

理
面
の
十
分
な
配
慮
」
を
重
ね

て
求
め
て
い
ま
す
。
回
答
を
み

て
、
今
後
さ
ら
に
問
題
点
を
詰

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
同
時
に
神
戸
市
長
あ

て
に
は
、
自
民
・
民
主
・
公
明

の
与
党
３
会
派
か
ら
要
望
書
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

も
、「
生
命
倫
理
と
安
全
性
」

「
混
合
診
療
解
禁
」「
医
療
へ

の
株
式
会
社
参
入
」
な
ど
に
対

す
る
神
戸
市
医
師
会
の
懸
念
を

払
し
ょ
く
す
る
こ
と
が
強
く
要

望
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
島　

先
端
医
療
の
開
発
、
医

学
の
進
歩
を
は
か
る
上
で
重
要

な
の
は
、
安
全
性
・
生
命
倫
理

の
確
保
と
同
時
に
、
そ
の
成
果

を
す
べ
て
の
国
民
が
享
受
で
き

る
形
で
提
供
さ
れ
る
の
か
ど
う

か
で
す
。
そ
の
点
で
、
混
合
診

療
の
解
禁
に
つ
な
が
る
動
き

や
、
安
全
性
が
確
立
し
て
い
な

い
先
端
医
療
を
た
と
え
自
由
診

療
と
い
う
形
で
提
供
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
現
状
を
何
よ
り
も
市
民

に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
議
論
を

活
発
化
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

加
藤　

市
民
が
情
報
を
十
分
に

知
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
私

た
ち
も
大
い
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神戸市医師会会長

川島　龍一先生

神戸市医師会副会長

西田　芳矢先生

極
め
て
問
題
の
あ
る
制
度
で

す
。
こ
れ
が
３
月
26
日
の
中
医

協
で
提
案
さ
れ
、
わ
ず
か
５
日

後
の
31
日
に
は
医
政
局
長
通
知

が
出
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
速

さ
で
実
現
し
ま
し
た
。
ま
さ
に

ス
ー
パ
ー
特
区
を
後
押
し
す
る

か
の
ご
と
き
動
き
で
あ
り
、
大

き
な
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

加
藤　

先
端
医
療
開
発
は
医
療

保
険
と
は
別
建
て
で
行
う
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
に

か
く
実
用
化
を
進
め
よ
う
と
、

様
々
な
便
宜
を
図
っ
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
す
。
神
戸
医
療
産

業
都
市
構
想
の
動
き
も
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

川
島　

震
災
で
壊
滅
し
た
地
場

す
る
複
合
体
の

イ
メ
ー
ジ
と
ぴ

っ
た
り
と
合
致

し
ま
す
。
高
度

専
門
病
院
群
と

し
て
「
神
戸
国

際
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
」
と

「
低
侵
襲
が
ん

医
療
セ
ン
タ

ー
」「
高
度
放

メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
構
想
で

す
。
そ
の
後
ア

ブ
ダ
ビ
と
は
投

資
の
見
返
り
の

条
件
が
合
わ

ず
、
合
意
に
は

至
っ
て
い
な
い

よ
う
で
す
が
、

オ
イ
ル
マ
ネ
ー

な
ど
の
国
際
投

資
や
企
業
資
金

を
使
っ
て
、
先

端
医
療
を
行
う

病
院
整
備
か
ら

研
究
、
実
際
の

　

先
端
医
療
開
発
に
か
か
わ

る
ス
ー
パ
ー
特
区
の
対
象
が

決
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
続
け
て
い
る
神
戸
市
医

師
会
の
川
島
龍
一
会
長
、
西

田
芳
矢
副
会
長
に
、
そ
の
内

容
と
問
題
点
を
聞
い
た
。

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
﹈

池
内
春
樹
理
事
長
、
武
村
義

人
・
加
藤
擁
一
副
理
事
長
、

藤
末
衛
評
議
員
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東日本大震災 窓口負担免除

全
被
災
者
免
除
、診
療
報
酬
概
算
請
求
、医
療
機
関
再
建
助
成
を
要
請

　

厚
労
省
は
当
初
、
15
日
付
通

知
で
、
医
療
費
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
「
住
家
の
全
半
壊
、
全

半
焼
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災

を
し
た
」「
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
し
又
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
」
場
合
な
ど
と
、
対
象

者
を
著
し
く
限
定
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
の
23
日
通
知
で
、
①

主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が

不
明
②
業
務
を
廃
止
ま
た
は
休

止
③
失
職
し
無
収
入
④
原
発
で

避
難
か
退
避
を
行
っ
て
い
る―

の
４
項
目
を
追
加
。
対
象
者
拡

大
を
求
め
る
兵
庫
協
会
や
保
団

連
の
要
請
が
大
幅
に
実
現
し

た
。

　

し
か
し
厚
労
省
の
同
通
知

は
、
依
然
と
し
て
被
災
者
を
振

り
分
け
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
取
り
扱
い
期
間
を
５
月
末

と
す
る
な
ど
問
題
点
は
残
し
て

お
り
、
協
会
は
引
き
続
い
て
被

災
者
全
員
の
一
部
負
担
金
免
除

を
求
め
て
い
く
。

　

協
会
は
22
日
に
は
、
被
災
民

間
医
療
機
関
の
解
体
・
撤
去
や

全
半
壊
・
一
部
損
壊
、
流
失
・

焼
失
し
た
医
療
機
関
の
復
旧
、

復
興
の
た
め
の
す
べ
て
の
被
災

医
療
施
設
・
設
備
の
再
建
に
見

合
う
公
的
助
成
、
長
期
・
無
利

子
の
緊
急
融
資
に
つ
い
て
も
要

請
し
た
。

　

ま
た
、
診
療
録
等
を
流
失
や

棄
損
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
通
常
診
療
所
が
不
能
に
陥

っ
た
被
災
地
域
の
す
べ
て
の
医

療
機
関
を
対
象
に
診
療
報
酬
の

概
算
請
求
を
認
め
る
よ
う
求
め

た
の
に
対
し
、
厚
労
省
は
、
概

算
請
求
を
認
め
る
29
日
付
事
務

連
絡
を
通
知
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
で
は
、
被
害

の
規
模
か
ら
も「
阪
神
・
淡
路
」

を
上
回
る
、
十
分
か
つ
迅
速
な

公
的
補
償
・
助
成
が
不
可
欠
だ
。

広
川
理
事
ら
が

宮
城
・
仙
台
に

　

３
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
協
会
の
広
川
恵
一
理
事
と

足
立
俊
彦
・
横
山
哲
朗
両
事
務

局
員
が
、
和
歌
山
協
会
の
小
野

田
幸
男
理
事
、
上
野
佳
男
事
務

局
長
ら
と
共
に
、
被
災
地
へ
か

け
つ
け
た
。
仙
台
市
の
避
難
所

や
宮
城
協
会
事
務
局
を
訪
れ
、

医
療
支
援
や
被
災
状
況
・
ニ
ー

ズ
集
約
に
努
め
た
。

　

宮
城
協
会
で
は
、
北
村
龍
男

・
宮
城
協
会
会
長
や
野
地
俊
一

事
務
局
長
ら
か
ら
、
会
員
医
療

機
関
の
被
災
状
況
や
会
員
安
否

な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

宮
城
県
庁
も
訪
問
し
、
県
保
険

福
祉
部
医
療
整
備
課
地
域
医
療

班
の
職
員
や
災
害
医
療
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
と
被
災
地
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。

　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
吉
田

小
学
校
や
天
真
小
学
校
、
坂
総

合
病
院
な
ど
も
訪
問
。
広
川
理

事
は
被
災
住
民
一
人
ひ
と
り
に

声
を
か
け
、
健
康
状
態
の
確
認

や
必
要
に
応
じ
て
投
薬
を
行
っ

た
（
写
真
。
３
面
に
広
川
理
事

と
上
田
耕
蔵
評
議
員
の
被
災
地

報
告
を
掲
載
）。

　

高
橋
議
員
は
、「
請
願
は
責
任

を
持
っ
て
引
き
受
け
る
」「
実

現
で
き
る
か
で
は
な
く
、
目
標

を
持
っ
て
進
む
べ
き
。
与
党
に

な
っ
て
〝
で
き
な
い
病
〞
に
か

か
っ
て
い
る
。
住
民
の
意
見
を

国
会
に
届
け
る
責
任
が
あ
る
」

と
、
国
会
で
の
請
願
紹
介
を
快

諾
。
山
下
議
員
も
「
患
者
負
担

改
善
や
国
民
健
康
保
険
差
し
押

さ
え
問
題
な
ど
、
医
療
現
場
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
全
力
で
頑

張
っ
て
い
る
」と
力
を
込
め
た
。

田
中
議
員
は
当
日
不
在
だ
っ
た

が
、
秘
書
が
請
願
署
名
を
「
紹

介
し
ま
す
」
と
受
け
取
っ
た
。

　

こ
の
他
、
浜
本
宏
衆
院
議
員

（
民
主
）
は
「
厳
し
い
財
政
事

情
だ
が
、『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
』
の
方
針
は
ず
っ
と
根

底
に
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

室
井
秀
子
衆
院
議
員
（
民

主
）
は
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

し
て
、「
兵
庫
が
全
国
の
先
駆

吉岡正雄副理事長（①左）と正木茂博理事
（同右）が高橋昭一衆院議員（同中央）と
山下芳生参院議員（②中央）、田中康夫衆
院議員に署名を提出

避難所で母親から病状を聞き、男児を診察する広川理事
（３月20日、仙台市・岡田小学校）

　

東
日
本
大
震

災
、
猛
烈
な
破
壊

力
だ
。
以
前
プ
ー

ケ
ッ
ト
島
の
地
震

の
と
き
、
津
波
の

恐
ろ
し
さ
が
何
度
も
放
映
さ

れ
、
初
め
て
そ
の
恐
ろ
し
さ
を

知
っ
た
人
も
多
い
。
日
本
で
も

海
岸
沿
い
の
街
で
は
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、

地
震
速
報
時
に
必
ず
津
波
に
関

す
る
情
報
が
流
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
大
津
波
被
害
だ
。

〝tsunam
i

〞
と
し
て
国
外
で

も
通
用
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
に

残
念
だ
▼
こ
の
季
節
、
町
の
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
、
う
ま
い
香

り
が
漂
っ
て
く
る
。
イ
カ
ナ
ゴ

の
く
ぎ
煮
だ
。
今
は
ず
い
ぶ
ん

下
火
と
な
っ
た
が
、
以
前
は
一

人
で
10
キ
ロ
、
20
キ
ロ
煮
た
と

自
慢
げ
な
顔
が
眼
に
浮
か
ぶ
。

こ
の
作
業
の
合
間
に
受
診
す
る

お
ば
ち
ゃ
ん
は
、
全
身
粘
つ
く

ぐ
ら
い
こ
の
香
り
に
ま
み
れ
て

い
る
。
ス
ー
パ
ー
で
も
、
こ
の

季
節
に
は
醤
油
売
り
場
に
ザ
ラ

メ
と
土
生
姜
が
一
緒
に
売
ら
れ

て
い
る
▼
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ

煮
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
の
地
方

の
名
物
と
思
い
き
や
意
外
と
歴

史
は
浅
く
、
垂
水
区
塩
屋
に
始

ま
る
。
傷
み
や
す
い
イ
カ
ナ

ゴ
、
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
て

佃
煮
に
し
た
。
60
年
代
垂
水
漁

協
の
組
合
長
が「
く
ぎ
煮
」と
名

づ
け
ら
れ
、
一
般
家
庭
に
広
が

っ
た
と
の
こ
と
▼
こ
の
香
り
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
の
ほ

こ
り
っ
ぽ
い
、
そ
し
て
燻
さ
れ

た
よ
う
な
匂
い
の
思
い
出
が
蘇

っ
て
く
る
。近
年
、イ
カ
ナ
ゴ
の

収
穫
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

水
温
水
質
、
そ
し
て
き
れ
い
な

砂
地
と
い
う
条
件
が
必
要
。
特

に
海
水
温
の
上
昇
は
収
穫
量
と

密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
。
某

研
究
者
が
述
べ
た
こ
と
、〝
原

子
力
発
電
所
は
海
水
温
め
装
置

だ
〞。今
回
の
原
発
事
故
は
温
度

問
題
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
問

題
提
起
と
な
る
だ
ろ
う
。 （
無
）

今　号　の　記　事今　号　の　記　事
東日本大震災特集 ３面

６面歯科定例研より
閉塞性睡眠時無呼吸症候群（下）

研
面
究

西播で子ども医療費助成の拡充相次ぐ ２面

●①

●②

　

協
会
・
保
団
連
は
３
月
10
日

に
国
会
要
請
行
動
を
実
施
。
吉

岡
正
雄
副
理
事
長
、
正
木
茂
博

理
事
が
参
加
し
、「
患
者
負
担

大
幅
軽
減
」（
１
万
４
４
８
５

筆
）
と
「
消
費
税
増
税
の
中
止

と
医
療
等
へ
の
ゼ
ロ
税
率
適

用
」（
４
３
９
筆
）
の
請
願
署

名
を
、
高
橋
昭
一
衆
院
議
員

（
民
主
）、
山
下
芳
生
参
院
議

員
（
共
産
）、
田
中
康
夫
衆
院

議
員
（
新
党
日
本
）
に
提
出
し

た
。「
お
金
が
な
く
て
も
医
療

を
受
け
た
い
」「
今
の
経
営
状

況
で
消
費
税
増
税
な
ら
や
っ
て

い
け
な
い
」
と
い
う
患
者
・
協

会
会
員
の
切
実
な
思
い
が
詰
ま

っ
た
請
願
を
今
国
会
に
提
出
し

て
も
ら
う
。

け
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
危

惧
を
抱
い
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　

辻
泰
弘
参
院
議

員
（
民
主
）
は

「
経
産
省
の
や
り

方
は
問
題
。『
公

的
保
険
依
存
か
ら

の
脱
却
』
な
ど
保

険
外
し
な
ど
が
目

論
ま
れ
て
い
る
」

と
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療

費
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
、
免
除
対
象
者
を
大

幅
に
広
げ
る
事
務
連
絡
を
３
月
23
日
付
で
都
道

府
県
に
追
加
通
知
し
た
（
３
面
掲
載
）。
被
災

者
全
員
の
免
除
を
求
め
た
兵
庫
協
会
の
要
請

（
本
紙
前
号
既
報
）
が
一
部
実
現
し
た
も
の
。

協
会
は
引
き
続
き
、
被
災
し
た
民
間
医
療
機
関

へ
の
速
や
か
な
再
建
の
た
め
の
公
的
助
成
と
３

月
分
以
降
の
診
療
報
酬
概
算
請
求
実
施
を
求
め

る
要
請
書
を
政
府
に
送
付
。
16
年
前
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
、
死
者
数
１
万

人
を
超
え
る
未
曽
有
の
大
災
害
の
被
災
地
支
援

に
活
か
す
べ
く
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

被災地での生活と医療と看護

緊急重版！ 兵庫県保険医協会／
西宮・芦屋支部　編

第
１
章　

看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

の
学
び
／
第
２
章　

被
災
地
で
の
開

業
医
の
課
題
／
第
３
章　

阪
神
・
淡

路
大
震
災
15
年
の
集
い
〜
被
災
地
の

生
活
・
暮
ら
し
、
防
災
と
減
災
の
視

点
、
災
害
時
の
医
療
と
対
策

発行　クリエイツかもがわ、会員頒価　
1,500円（送料込）、ご注文は、☎078－
393－1809 協会事務局まで
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援
募
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に
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協
力
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振
込
用
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本
紙
同
封

会
員
医
療
機
関
の

再
建
に
充
て
ま
す
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３
月
11
日
に
三
陸
沖
を
震
源
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）

は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
世
界
的

に
も
最
大
級
の
巨
大
地
震
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
東
北
の
太
平
洋
岸
各
地
を
巨
大
津
波
が
襲

い
、
さ
ら
に
は
福
島
原
発
の
建
屋
が
爆
発
す
る

な
ど
、
被
害
が
幾
重
に
も
複
合
す
る
大
災
害
と

な
っ
た
。
３
月
23
日
時
点
で
、
死
者
９
３
０
１

人
、
行
方
不
明
者
１
万
３
７
８
６
人
、
避
難
者

は
26
万
４
０
６
４
人
に
及
ん
で
い
る
。
兵
庫
県

保
険
医
協
会
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し

た
協
会
と
し
て
、
震
災
直
後
の
12
日
の
理
事
会

で
当
面
の
支
援
策
な
ど
を
た
だ
ち
に
確
認
。
16

日
に
は
池
内
春
樹
理
事
長
を
本
部
長
と
す
る
対

策
本
部
会
議
を
開
催
し
、
支
援
の
具
体
化
な
ど

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

憲
勇
・
保
団
連
会
長
と
共
に
、

医
薬
品
と
見
舞
金
を
届
け
、
各

協
会
の
被
災
状
況
の
把
握
に
努

め
た
。

　

協
会
は
15
日
、
保
団
連
に
寄

せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
被
災

地
協
会
の
状
況
レ
ポ
ー
ト
を
全

会
員
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
。
続

報
の
震
災
情
報
は
、
ブ
ロ
グ

　

地
震
翌
日
12
日
の
協
会
理
事

会
は
、
①
情
報
収
集
と
救
援
活

動
、
②
被
災
し
た
協
会
へ
の
義

援
金
支
出
、
③
協
会
会
員
へ
の

募
金
呼
び
か
け
、
④
協
会
事
務

局
員
の
派
遣―

を
確
認
し
た
。

　

理
事
会
確
認
を
受
け
、
16
日

か
ら
小
川
昭
事
務
局
次
長
と
吉

永
大
輔
事
務
局
員
が
、
大
阪
歯

科
協
会
の
西
野
賢
治
事
務
局
員

と
と
も
に
被
災
地
入
り
。
住
江

「
兵
庫
県
保
険
医
協
会　

東
日

本
大
震
災
情
報
」
に
随
時
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
兵
庫
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.hhk.

jp/

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

協
会
の
要
請
書
は
、「
津
波

に
襲
わ
れ
た
家
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
一
体
誰
が
確
認
で
き

る
の
か
」
と
指
摘
。
そ
の
上

で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

「
厚
生
省
（
当
時
）
が
最
初
に

出
し
た
１
９
９
５
年
１
月
20
日

・
厚
労
省
や
兵
庫
選
出
国
会
議

員
ら
に
送
付
。
す
べ
て
の
被
災

者
が
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
国
は
災
害
救
助

法
を
適
用
し
医
療
費
の
一
部
負

担
金
免
除
を
た
だ
ち
に
実
施
す

る
よ
う
求
め
た
。

付
け
通
知
は
今
回
と
ま
っ
た
く

同
じ
内
容
」
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
に
「『
社
保
』
で
は
『
市
町

村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
場

合
』
を
追
加
、『
国
保
』
の
場

合
は
、『
世
帯
主
又
は
組
合
員

が
業
務
を
廃
止
又
は
休
止
し
た

者
』『
失
職
し
、
現
在
収
入
が

無
い
者
』『
そ
の
他
上
記
の
各

号
に
準
ず
る
者
』
と
さ
れ
、

『
老
人
』
で
は
さ
ら
に
『
一
部

負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る

者
』
が
追
加
さ
れ
」
た
と
し

て
、
一
部
負
担
金
免
除
の
範
囲

が
広
く
追
認
さ
れ
た
教
訓
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
政

府
・
厚
労
省
は
15
日
、
被
災
者

の
医
療
費
一
部
負
担
金
に
つ
い

て
５
月
末
ま
で
「
猶
予
す
る
」

と
の
事
務
連
絡
を
都
道
府
県
な

ど
に
通
知
し
た
。
通
知
の
「
猶

予
」
と
は
、
実
質
的
に
免
除
を

意
味
す
る
。

　

し
か
し
、
同
通
知
は
対
象
者

を
「
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し

た
」「
主
た
る
生
計
維
持
者
が

死
亡
し
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負

っ
た
」
旨
の
申
し
立
て
を
し
た

者
と
し
て
お
り
、「
被
災
者
」

を
狭
く
限
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
猶
予
」
し
た
一
部

負
担
金
に
つ
い
て
は
、
財
源
負

担
を
国
で
は
な
く
保
険
者
に
転

嫁
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
兵
庫
協
会
の
対

策
本
部
は
16
日
、
事
務
連
絡
の

改
善
を
求
め
る
要
請
書
を
政
府

　

16
日
、
東
日
本
大
震
災
に
罹

災
し
た
宮
城
、
岩
手
、
福
島
の

各
協
会
を
激
励
し
、
大
阪
府
保

険
医
協
同
組
合
の
協
力
で
集
め

た
医
薬
品
と
見
舞
金
を
提
供
す

る
た
め
、
東
北
へ
向
か
っ
た
。

　

16
日
（
水
）　

宮
城
協
会

　

北
村
龍
男
・
宮
城
協
会
理
事

長
は
、
津
波
被
害
に
遭
っ
た
地

域
に
訪
問
診
療
を
予
定
し
て
い

た
が
、
地
震
発
生
直
前
、
偶

然
、
別
の
地
域
か
ら
往
診
の
依

頼
を
受
け
て
出
動
し
、
九
死
に

一
生
を
得
た
経
験
を
紹
介
。
医

院
の
目
前
、
海
岸
線
か
ら
６
キ

ロ
地
点
ま
で
民
家
が
丸
ご
と
流

さ
れ
て
来
た
と
き
の
恐
怖
を
語

っ
た
。

　

宮
城
協
会
会
員
で
は
、
気
仙

沼
地
域
の
役
員
１
人
が
依
然
と

し
て
音
信
不
通
。
安
否
確
認
と

現
状
把
握
、
医
療
支
援
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
る
。

　

17
日
（
木
）　

岩
手
協
会

　

箱
石
勝
見
・
岩
手
協
会
会
長

は
「
被
災
後
６
日
経
っ
た
が
、

い
ま
だ
会
員
の
安
否
を
確
認
で

き
な
い
。
沿
岸
部
の
会
員
医
療

機
関
や
自
宅
は
ほ
ぼ
全
滅
で
は

な
い
か
。
避
難
所
な
ど
で
生
存

が
確
認
で
き
た
会
員
も
一
部
い

る
が
、
依
然
、
安
否
の
確
認
に

全
力
を
あ
げ
て
い
る
。
医
院
や

医
療
機
器
の
損
壊
状
況
も
集
約

中
。
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
も

沿
岸
部
で
は
全
く
復
旧
し
て
い

な
い
。
県
内
を
移
動
し
た
く
て

も
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
の
で
行
け

な
い
。
約
千
人
の
会
員
の
う
ち

約
１
５
０
人
が
沿
岸
部
。
情
報

集
約
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
」

と
惨
状
を
訴
え
た
。

　

18
日
（
金
）　

福
島
協
会

　

菅
原
浩
哉
・
福
島
協
会
事
務

局
長
は
、「
会
員
の
安
否
確
認

は
始
め
た
ば
か
り
。
ま
だ
何
か

ら
始
め
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
。
電
話
は
不
通
状
態
が
続
い

て
お
り
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
安
否

確
認
し
た
が
、
１
４
７
０
人
の

会
員
の
う
ち
、
回
答
し
た
の
は

18
日
現
在
３
８
６
人
。
南
相
馬

市
は
市
民
が
い
っ
せ
い
に
避
難

し
て
開
業
医
は
い
な
い
状
態
」

と
窮
状
を
訴
え
た
。

　

酒
井
学
・
福
島
協
会
理
事
長

は
、
住
江
会
長
の
訪
問
を
受
け

急
き
ょ
電
話
で
対
談
、
激
励
に

感
謝
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

診
療
所
の
ガ
ス
配
管
が
壊
れ
て

使
え
な
い
こ
と
な
ど
現
状
を
伝

え
た
。

見
舞
金
・
医
薬
品
を
提
供

被
災
会
員
の
支
援
を
約
束

　

住
江
会
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
協

会
に
医
薬
品
と
見
舞
金
を
手
渡

す
と
と
も
に
、
震
災
と
津
波
被

害
に
遭
わ
れ
た
被
災
者
と
医
療

機
関
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を

述
べ
、「
会
員
医
療
機
関
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
診
療
再
開

が
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。
保
団
連
は
全
力

で
会
員
医
療
機
関
の
支
援
に
取

り
組
む
。
必
要
な
支
援
は
遠
慮

な
く
要
請
を
」
と
、
連
帯
の
思

い
を
伝
え
た
。

東
日
本
大
震
災

未曾有の複合災害
ただちに支援へ協

会

〝〝
阪
神
阪
神
・・
淡
路
淡
路
〞〞の
教
訓

の
教
訓
、、今
こ
そ

今
こ
そ

住
江
保
団
連
会
長
に

事
務
局
員
が
同
行

　

大
震
災
被
災
地
へ
兵
庫
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
小
川
事
務
局

次
長
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
を
掲
載
す
る
。

「
会
員
の
安
否
確
認
が
困
難
」

「
沿
岸
部
情
報
集
約
に
全
力
」

被災地の
状況速報

協
会
事
務
局
次
長　
　

小
川　

昭

医
療
費
窓
口
負
担
金
の

全
被
災
者
免
除
を
要
求
「被災者を振る
い分けするな」

協 会

17
日
に
岩
手
協
会
事
務
局
を
訪
問
。

見
舞
金
と
医
薬
品
を
届
け
た
。
右
か

ら
吉
永
事
務
局
員
、
小
川
事
務
局
次

長
、
箱
石
勝
見
・
岩
手
協
会
会
長
、

住
江
憲
勇
・
保
団
連
会
長
、
西
野
・

大
阪
歯
科
協
会
事
務
局
員
、
畠
山
恒

平
・
岩
手
協
会
事
務
局
長

　

す
で
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、

東
日
本
大
震
災
は
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
９
・
０
と
未
曾
有
の
規
模

で
、
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
大
き
な
津
波
を

伴
い
、
美
し
い
三
陸
の
リ
ア
ス

式
海
岸
の
人
々
を
一
瞬
の
内
に

飲
み
込
み
ま
し
た
。
高
台
に
逃

れ
た
人
々
は
50
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
海
沿
い
の
原
子

力
発
電
所
の
原
子
炉
の
冷
却
が

う
ま
く
い
か
ず
炉
心
溶
融
の
心

配
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
多
く
の

方
々
が
避
難
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
下

型
と
は
違
う
形
で
、
救
出
や
復

興
に
は
さ
ら
に
大
き
な
援
助
が

必
要
で
す
。
保
団
連
で
は
支
援

本
部
を
立
ち
上
げ
、
医
薬
品
等

を
携
え
て
の
現
地
支
援
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
か
ら

も
、
救
援
隊
が
続
々
現
地
へ
入

っ
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
経
験
し
た
兵
庫
県
か
ら
、

連
帯
と
共
生
の
心
を
込
め
た
援

助
の
手
を
、
被
災
さ
れ
た
医
療

機
関
や
住
民
に
差
し
伸
べ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大震災被災者に
援助の手を　　
理事長　　池内　春樹

　本紙に会員医療機関再建のための「東日本大震
災救援募金」振込用紙を同封していますので、ご
協力ください。同封の用紙以外の場合も口座番号
00910－２－150366　兵庫県保険医協会。「東日本
大震災募金」と明記してください。

　また、19日から広川恵一理事と事務局２人が、
和歌山協会の理事・事務局長と共に被災地入りし
ました。今後、被災地での医療支援ボランティア
が可能な方は、協会事務局（☎078－393－1801）
までご連絡ください。

救援募金、医療ボランティア
にご協力ください 　　　　

●⑨

●⑩

●⑬

●⑫

●⑪

●⑰

●⑯●⑲

●⑱

●⑭

●⑮

㉑窓口負担免除の対象者拡大が
実現（11年４月５日付）　　　
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協
会
と
協
会
西
宮
・
芦
屋
支

部
が
、
西
宮
市
役
所
東
館
で
開

催
し
た
「
20
年
の
集
い　

阪
神

・
淡
路
大
震
災―

東
日
本
大
震

災―

原
発
事
故
」
に
は
、
医
師

・
市
民
ら
３
４
０
人
が
参
加
し

た
。

　

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助

教
の
小
出
裕
章
先
生
と
映
画
監

督
の
鎌
仲
ひ
と
み
氏
が
、
原
発

事
故
に
対
す
る
電
力
会
社
・
政

府
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
問

題
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
原
発

を
な
く
す
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
つ
い
て
対
談

し
た
。

　

西
宮
市
・
広
川

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
の
広
川
恵
一

先
生
が
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
お

け
る
開
業
医
師
と

保
険
医
協
会
の
取

り
組
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
看
護
師

の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
、
福
島
県
南

相
馬
市
・
大
町
病

院
院
長
の
猪
又
義

光
先
生
と
看
護
部

長
の
藤
原
珠
世
氏

が
、
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
医
療
拠
点
病
院
と

し
て
果
た
し
た
役
割
と
、
復
興

に
向
け
多
職
種
で
協
力
し
た
震

災
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

　

「
被
災
地
の
医
療
・
社
会
保

障
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
青
森
市
・

大
竹
整
形
外
科
院
長
の
大
竹
進

先
生
、
元
岩
手
県
立
高
田
病
院

院
長
の
石
木
幹
人
先
生
、
岩
手

県
立
高
田
病
院
臨
床
心
理
士
の

行
本
清
香
氏
、
元
宮
城
県
気
仙

沼
市
立
本
吉
病
院
院
長
の
川
島

実
先
生
、
松
島
医
療
生
協
松
島

海
岸
診
療
所
歯
科
の
井
上
博
之

先
生
、
福
島
医
療
生
協
い
い
の

診
療
所
所
長
の
松
本
純
先
生

が
、
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら

し
た
被
害
・
人
格
権
侵
害
や
被

災
者
の
健
康
状
態
、
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
。

　

東
京
都
中
野
区
・
中
村
診
療

所
院
長
の
中
村
洋
一
先
生
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
経
験
か
ら
作
成
し
た

「
災
害
時
医
療
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
や
「
中
野
区
医
師
会
災
害

対
策
本
部
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　

兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

顧
問
の
鵜
飼
卓
先
生
は
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
以
後
の
災
害
医

療
体
制
の
改
善
点
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
、
日
本
福
祉
大
学

名
誉
教
授
の
金
持
伸
子
先
生

は
、
公
営
住
宅
に
お
け
る
高
齢

化
問
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

　

心
肺
蘇
生
実
習
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
西
宮
市
・
ユ
ニ
コ
の
森
・

村
上
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
村

上
博
先
生
、
西
宮
市
・
あ
し
だ

こ
ど
も
診
療
所
の
芦
田
乃
介
先

生
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
市
民
に
懇

切
丁
寧
な
実
習
を
行
っ
た
。

　

講
演
の
合
間
に
は
二
胡
奏
者

の
劉
揚
氏
が
「
南
相
馬
市
民
の

歌
」
な
ど
を
演
奏
し
た
。

　

協
会
と
保
団
連
が
協
会
会
議

室
で
行
っ
た
、
メ
モ
リ
ア
ル
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
巨
大
災
害
と
人

権
保
障
」
に
は
、
全
国
の
協
会

か
ら
65
人
が
参
加
し
た
。

　

ラ
イ
タ
ー
の
古
川
美
穂
氏

は
、「
創
造
的
復
興
」
に
つ
い

て
、
神
戸
医
療
産
業
都
市
を
例

方
で
窓
口
負
担
免
除
措
置
が
打

ち
切
ら
れ
る
な
ど
被
災
者
が
置

き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
と
述
べ

た
。

　

住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
公
的

保
障
を
求
め
る
兵
庫
県
の
運
動

を
支
援
す
る
中
で
、「
災
害
被

に
挙
げ
、
震
災
に
乗

じ
て
規
制
緩
和
を
進

め
、
企
業
が
利
益
を

上
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
批
判
。

そ
し
て
、
東
日
本
大

震
災
後
も
同
様
に
、

住
民
の
ゲ
ノ
ム
情
報

を
収
集
・
分
析
す
る

東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
メ

ガ
バ
ン
ク
構
想
、
仙

台
空
港
の
民
営
化
、

カ
ジ
ノ
構
想
な
ど
が

復
興
事
業
と
し
て
進

め
ら
れ
て
お
り
、
一

災
者
支
援
と
災
害
対
策
改
善
を

求
め
る
全
国
連
絡
会
（
全
国
災

対
連
）」
が
結
成
さ
れ
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
改
善
運

動
、
被
災
地
の
運
動
・
交
流
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
語
っ
た
。

　

武
村
義
人
兵
庫
協
会
副
理
事

長
は
、
開
業
医
・
協
会
の
運
動

を
ふ
り
か
え
り
、
公
的
保
障
を

求
め
、
被
災
者
の
患
者
負
担
免

除
措
置
や
民
間
医
療
機
関
へ
の

公
的
支
援
、
診
療
報
酬
の
概
算

請
求
な
ど
を
実
現
し
て
き
た
と

紹
介
し
た
。

　

ひ
ょ
う
ご
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
正
津

房
子
氏
は
、
仮
設
住
宅
・
復
興

住
宅
の
巡
回
相
談
を
20
年
間
継

続
し
て
お
り
、
住
民
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
生
活
困
難
や
健
康

不
安
と
い
っ
た
深
刻
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
紹
介
し

た
。

　

協
会
も
参
加
す
る
阪
神
・
淡

路
大
震
災
救
援
・
復
興
兵
庫
県

民
会
議
（
合
志
至
誠
協
会
名
誉

理
事
長
が
代
表
委
員
）
は
、
神

戸
市
勤
労
会
館
で
、「
20
年
メ

モ
リ
ア
ル
集
会
」
を
開
催
し
、

者
の
生
活
再
建
と
生
業
再
建
の

公
的
支
援
を
求
め
る
被
災
者
・

国
民
の
運
動
の
成
果
と
課
題
、

教
訓
に
つ
い
て
、
記
念
講
演
し

た
。

　

福
島
県
楢
葉
町
の
住
職
で
原

発
問
題
福
島
県
連
絡
会
代
表
の

早
川
篤
雄
氏
が
、
故
郷
に
帰
れ

な
い
と
い
う
原
発
事
故
後
の
住

民
の
実
態
を
示
し
た
。

20
年
後
の
長
田
を
歩
く

　

大
規
模
火
災
に
よ
り
焼
け
野

原
と
な
っ
た
長
田
区
で
行
わ
れ

た
「
１
・
17
長
田
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ク　

明
日
へ
語
り
継

ぐ
」
に
は
、
全
国
か
ら
１
２
０

人
が
参
加
し
、
再
開
発
事
業
で

巨
大
な
商
業
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ

も
の
の
、
テ
ナ
ン
ト
に
は
空
き

が
目
立
ち
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ

い
と
は
ほ
ど
遠
い
街
の
姿
を
見

学
し
た
。

な
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
そ

し
て
県
が
作
成
し
た
津
波

に
よ
る
被
害
想
定
は
、
地

震
の
揺
れ
に
よ
る
液
状
化

で
防
潮
堤
や
水
門
が
壊

れ
、
被
害
が
拡
大
し
う
る

と
い
う
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
の
教
訓
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
と
指
摘
。
ま

た
、
阪
神
・
淡
路
で
、
液
状

化
し
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い

た
六
甲
山
の
山
土
で
造
成
さ

れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で

も
液
状
化
が
起
き
た
が
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
揺
れ
の

時
間
が
長
く
な
る
た
め
に
、

液
状
化
の
危
険
性
は
さ
ら
に

増
す
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

何
が
起
き
る
の
か―

地
震
・

津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
防

災
を
考
え
る―

」
を
協
会
会

議
室
で
開
催
し
、
会
員
や
市

民
ら
51
人
が
参
加
し
た
。

　

田
結
庄
氏
は
、
東
日
本
大

震
災
を
受
け
て
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
想
定
震
源
域
が
広
げ

ら
れ
、
予
想
さ
れ
る
地
震
の

規
模
も
Ｍ
９
・
１
と
大
き
く

　

協
会
神
戸
支
部
は
昨
年
12

月
13
日
、
震
災
20
年
メ
モ
リ

ア
ル
の
プ
レ
企
画
と
し
て
、

田た
い
の
し
ょ
う

結
庄
良
昭
神
戸
大
学
名
誉

教
授
を
招
い
て
市
民
公
開
講

演
会
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で

　神戸市を一望できる諏訪山ビーナスブリッ
ジで行われた「早朝追悼のつどい」（被災者
ネットワーク主催）には約180人が集まり、
大地震が発生した午前５時46分、犠牲者へ黙
とうを捧げ、鎮魂の鐘をついた。

塩崎賢明、西川榮一、出口俊一
兵庫県震災復興研究センター／編
発行　クリエイツかもがわ
会員頒価2500円（送料込）。ご注文
は、協会事務局☎078－393－1801まで

原発のない世界に向け何が必要か対談する
小出先生（右）と鎌仲監督　　　　　　　

会場いっぱいとなる会員・市民が参加し経験を交流

協会・保団連の運動をふりかえり、「創造的
復興」の問題点を考えた　　　　　　　 　

神戸会場・メモリアルシンポジウム神戸会場・メモリアルシンポジウム

「創造的復興」「創造的復興」
　　　　被災者おきざり　　　　被災者おきざり

　

震
災
20
年
の
節
目
に
、

各
地
で
行
わ
れ
た
企
画
の

模
様
を
紹
介
す
る
。

被
災
者
支
援
を
求
め
つ
づ
け
て
き
た

20
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
た　
　
　
　

地質学者の田結庄氏
が講演　　　　　　

南海トラフ地震で
何が起きるのか

神戸支部プレ企画神戸支部プレ企画

西
宮
会
場
「

西
宮
会
場
「
2020
年
の
集
い
」

年
の
集
い
」

東
日
本
・
原
発
事
故
と
結
び
つ
け

人
権
と
社
会
保
障
を
考
え
る

メ
モ
リ
ア
ル
企
画

メ
モ
リ
ア
ル
企
画

1・171・17

復
興
県
民
会
議
「
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」

復
興
県
民
会
議
「
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」

20
年
の
運
動
が
政
治
動
か
す

多
く
の
犠
牲
者
へ
祈
り

追　悼追　悼書籍のご案内
震災復興・原発震災提言シリーズ６

『大震災20年と復興災害』
「
復
興
災
害
」
の
現
実

か
ら
東
日
本
大
震
災
の

復
興
と
次
な
る
巨
大
災

害
に
備
え
る
！

約
４
４
０
人
が
参
加
。
被
災

者
支
援
を
求
め
続
け
て
き

た
、
同
団
体
の
結
成
か
ら
20

年
の
歩
み
が
振
り
返
ら
れ
、

借
り
上
げ
復
興
住
宅
か
ら
の

追
い
出
し
、
新
長
田
の
再
開

発
な
ど
、
い
ま
だ
震
災
の
影

響
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。
住
江
憲
勇
保
団

連
会
長
が
、
全
国
災
対
連
代

表
世
話
人
と
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
。　

　

　

宮
入
興
一
愛
知
大
学
名
誉

教
授
が
、
１
９
９
１
年
の
雲

仙
火
山
災
害
以
降
の
、
被
災



２０１５年(平成２７年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７７２号（５）

紹
介
状
な
し
の

大
病
院
受
診
は
１
万
円

患者負担増患者負担増

ストップストップ
政策解説

●④ 署名「私も集めてます」署名「私も集めてます」

ストップストップ

インタビューインタビュー

患者負担増患者負担増

●④

　

当
院
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

と
な
り
、
受
付
に
政
府
が
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
患
者
負
担
増

計
画
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
付
き
添

い
な
ど
で
来
て
い
る
方
に
も
署

名
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
忙

し
い
時
に
お
願
い
す
る
の
は
大

変
で
す
が
、
訴
え
れ
ば
ど
な
た

で
も
書
い
て
い
た
だ
け
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
以
上
の
患
者
負
担
増
は

深
刻
な
状
況
を
引
き
起
こ
す
と

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
歯
科
で

は
、
窓
口
負
担
が
増
え
る
と
、

少
し
く
ら
い
痛
み
が
あ
っ
て
も

我
慢
し
よ
う
と
、
受
診
を
た
め

ら
っ
て
し
ま
う
人
が
増
え
、
医

院
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
窓

口
負
担
が
気
に
な
り
行
け
ず
、

患
者
さ
ん
の
口
腔
内
の
健
康
が

損
な
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
を
多
々
診
て
き
ま
し

た
。

　

日
本
の
歯
科
保
険
総
医
療
費

は
わ
ず
か
約
２
兆
７
千
億
円
で

20
年
間
横
ば
い
で
す
。
そ
の
20

年
間
に
も
歯
科
医
療
機
関
数
は

増
え
続
け
、
少
な
い
医
療
費
を

数
多
く
の
医
療
機
関
で
分
け
合

っ
て
各
医
院
共
苦
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況

で
す
。「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

少
し
で
も
省
き
、
国
民
の
健
康

を
支
え
る
医
療
に
も
っ
と
多
く

の
予
算
を
振
り
分
け
る
べ
き
で

す
。

　

そ
う
い
う
国
民
の
声
を
国
の

政
策
に
反
映
さ
せ
る
手
段
は
、

現
状
で
は
選
挙
以
外
で
は
署
名

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
医
療

機
関
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
一

人
で
も
多
く
の
署
名
を
集
め
て

い
た
だ
き
、
そ
の
声
が
政
府
に

届
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

６
年
前
、
県
立
塚
口
病
院
が

廃
止
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と

き
、
患
者
さ
ん
、
市
民
の
方
々

と
い
っ
し
ょ
に
８
万
筆
の
反
対

署
名
を
集
め
、
廃
止
方
針
は
変

更
さ
れ
、
署
名
の
力
を
感
じ
ま

し
た
。

　

署
名
は
受
付
に
置
い
て
お
く

だ
け
で
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
室
に

置
く
、
患
者
さ
ん
に
持
っ
て
帰

っ
て
も
ら
う
、
卸
の
業
者
や
、

介
護
施
設
の
方
な
ど
に
お
願
い

し
て
書
い
て
も
ら
う
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
や
り
方
で
集
め
て
い

ま
す
。
業
者
に
と
っ
て
、
負
担

増
に
よ
り
患
者
が
減
る
の
は
死

活
問
題
で
す
の
で
、
自
分
と
家

族
の
名
前
だ
け
で
も
と
お
願
い

す
る
と
、
集
め
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
職
員
さ
ん
に
は
家
族
の
分

も
皆
書
い
て
も
ら
い
、
50
筆
以

上
集
ま
り
ま
し
た
。
頼
ん
で
絶

対
に
書
か
な
い
と
い
う
人
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
政
府
は
、
か
ぜ
薬
や
湿
布

薬
な
ど
の
保
険
外
し
を
計
画
し

て
い
ま
す
が
、
湿
布
薬
は
飲
み

薬
よ
り
も
医
学
的
に
効
果
が
高

い
場
合
も
あ
り
、
医
師
が
そ
の

人
に
あ
っ
た
薬
を
処
方
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
の
上
限
額
引
き

上
げ
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
で
も
、
例
え
ば
高
額
な

生
物
学
的
製
剤
を
月
１
回
投
与

す
る
必
要
が
あ
る
人
に
は
、
ひ

と
月
お
き
に
、
月
は
じ
め
と
終

り
に
来
て
も
ら
う
な
ど
、
負
担

が
で
き
る
だ
け
重
く
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
家
計
に

響
く
と
多
く
の
患
者
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
手
間
を
か
け
署

名
を
集
め
れ
ば
、
一
つ
ひ
と
つ

は
わ
ず
か
な
力
し
か
な
く
て

も
、
た
く
さ
ん
に
な
れ
ば
大
き

な
力
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
も
一
人
ひ
と
り
が
少
し
で

も
集
め
、
協
会
全
体
で
多
く
の

署
名
と
な
れ
ば
、
患
者
負
担
増

は
許
せ
な
い
と
い
う
思
い
が
国

に
届
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
で
少
し
ず
つ
で

も
署
名
を
集
め
ま
せ
ん
か
？　

集
め
ま
し
ょ
う
！

　

昨
年
末
の
衆
議
院

選
挙
で
は
ほ
と
ん
ど

患
者
負
担
増
計
画
に

つ
い
て
触
れ
な
か
っ

た
の
に
、
選
挙
が
終

わ
っ
た
ら
負
担
を
増

や
そ
う
と
す
る
の
は

卑
怯
で
す
。
今
こ
そ

声
を
上
げ
る
時
期
な

の
で
は
と
思
い
ま

す
。

　

県
立
塚
口
病
院
の

廃
止
も
、
署
名
の
力

が
効
い
て
、
計
画
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
紹
介
状
な
し
の
大
病
院
受

診
の
定
額
負
担
」
と
は
、
紹
介

状
な
し
で
大
病
院
を
受
診
す
る

際
に
、
通
常
の
３
割
の
患
者
窓

口
負
担
に
加
え
て
、
一
定
額
を

患
者
か
ら
徴
収
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
現
在
の
案
で
は

「
特
定
機
能
病
院
及
び
５
０
０

床
以
上
の
病
院
を
受
診
す
る
場

合
等
に
は
、
例
え
ば
５
千
円
か

ら
１
万
円
の
定
額
負
担
を
患
者

に
求
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
改
悪
案
は
「
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書

（
以
下
、「
報
告
書
」）」
の
中

に
盛
り
込
ま
れ
た
。

制
度
の
前
身「
選
定
療
養
費
」

に
よ
る
患
者
負
担

　

類
似
の
制
度
は
す
で
に
運
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
選
定

療
養
費
制
度
に
お
け
る
、「
２

０
０
床
以
上
の
病
院
に
つ
い
て

の
初
再
診
」
で
あ
る
。
初
診
に

つ
い
て
は
１
９
９
６
年
に
、
再

診
に
つ
い
て
は
２
０
０
２
年

に
、
当
時
の
特
定
療
養
費
制
度

と
し
て
創
設
さ
れ
、
２
０
０
床

以
上
の
病
院
が
利
用
で
き
、
徴

収
額
に
つ
い
て
は
各
病
院
で
独

自
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

い
る
病
院
は
対
象
病
院
の
う
ち

45
％
（
初
診
）
で
あ
る
。

　

今
回
の
制
度
改
悪
の
理
由
と

し
て
、
昨
年
10
月
15
日
に
開
催

さ
れ
た
「
第
83
回
社
会
保
障
審

議
会
医
療
保
険
部
会
」
に
厚
労

省
が
提
出
し
た
資
料
に
は
、

「
選
定
療
養
と
し
て
、
初
・
再

診
時
に
一
定
の
自
己
負
担
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
２
０

０
床
以
上
の
病
院
の
う
ち
自
己

負
担
を
徴
収
し
て
い
る
病
院

は
、
初
診
に
つ
い
て
は
45
％
、

再
診
に
つ
い
て
は
４
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
額

負
担
を
徴
収
す
る
こ
と
を
制
度

化
し
、
医
療
機
関
の
更
な
る
機

能
分
化
を
促
進
す
る
」
と
あ

り
、
現
行
の
選
定
療
養
費
制
度

を
利
用
し
て
い
る
病
院
が
少
な

い
の
で
、
定
額
負
担
を
義
務
化

す
る
と
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
制
限

　

こ
の
制
度
の
問
題
は
、
機
能

分
化
を
名
目
に
、
患
者
の
経
済

力
で
差
別
し
て
、
強
制
的
に
受

診
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
の
医
療
制
度
の
特
徴
の

し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
、
患
者
が
深
刻
な
疾

患
の
前
兆
だ
と
思
っ
て
も
、
病

院
受
診
を
た
め
ら
い
命
を
危
険

に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

か
か
り
た
く
て
も
抱
え
る
疾
患

に
対
応
す
る
標
榜
科
が
近
隣
に

な
く
、
大
病
院
に
行
か
ざ
る
を

得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
う

し
た
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に

も
定
額
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
る
。

　

紹
介
状
が
な
け
れ
ば
、
大
病

院
受
診
時
に
定
額
負
担
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

◇
出
席　

27
人

◇
情
勢　

国
際
医
療
福
祉
大
学

の
推
計
で
、
将
来
都
市
部
で
病

床
数
が
大
幅
に
足
り
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
２
０
２
５
年
に
は
９
万
人

分
、
40
年
に
は
17
万
人
分
が
不

足
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
都
市

部
で
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
た

め
。
ま
た
、
介
護
施
設
も
都
市

部
で
は
不
足
す
る
と
い
う
。

◇
医
療
運
動
対
策　

総
選
挙
対

策
に
つ
い
て
、
小
選
挙
区
で
候

補
者
を
出
し
て
い
る
政
党
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
民
党
以

外
の
全
政
党
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
こ
と
、
秋
の
署
名
運
動
に
つ

い
て
、
淡
路
支
部
は
目
標
の
50

％
を
超
え
た
こ
と
、
年
明
け
に

署
名
の
再
送
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
震
災
対
策　

西
宮
市
が
借
上

げ
復
興
住
宅
か
ら
入
居
者
を
退

去
さ
せ
る
方
針
を
示
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
借
上
げ
住
宅

弁
護
団
は
、「
重
大
な
生
存
権

侵
害
」
と
訴
え
て
い
る
こ
と
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
メ
モ
リ
ア

ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
巨
大
災
害

と
人
権
保
障
」「
創
造
的
復
興

の
原
点
は
神
戸
に
あ
っ
た―

シ

ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
で
収
奪
さ

れ
る
被
災
地
」（
１
／
17
）
な

ど
、
各
種
企
画
へ
の
参
加
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及

対
策　

入
会
52
人
、
退
会
39

人
、
実
増
13
人
で
、
会
員
数
７

２
０
４
人
を
達
成
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
歯
科
は
現
在
、

入
会
数
が
保
団
連
中
、
全
国
２

位
、
組
織
上
昇
率
が
３
位
で
、

表
彰
を
狙
っ
て
い
く
こ
と
、
歯

科
２
千
人
会
員
達
成
を
目
指
し

拡
大
協
力
が
訴
え
ら
れ
た
。

 

（
12
月
13
日
理
事
会
よ
り
）

16

14

12

10

8

6

44 7
1970 1970

1970
1980

1980

1980

1990
2000

2000
2000

2007

2007

20061990

1990

10 13 16 19 22
(“OECD Health Data 2009”及び“OECD Health at a Glance 2009”より）

医療費（GDP比）

高齢化率（％）

米国

日本

OECD平均

　

政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
患
者
負
担
増
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
、
政
策
解
説
を
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い
る
。
今
回
は

「
紹
介
状
な
し
の
大
病
院
受
診
の
定
額
負
担
」
を
み
て
い
く
。

待
合
室
で
ス
タ
ッ
フ
が
署
名
を
う
っ
た
え
る

歯
科
で
は
特
に
深
刻
な

受
診
抑
制
が
お
こ
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　

姫
路
市
・
つ
だ
歯
科
医
院

署
名
を
積
み
上
げ
れ
ば

行
政
は
動
く

　
　
　
　

尼
崎
市
・
わ
た
や
整
形
外
科

リ
ハ
ビ
リ
室
に
も
署
名
を
置
く
な
ど
、
集
め
方
を

工
夫
し
て
い
る
綿
谷
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田　

賢
治　
先
生

綿
谷　

茂
樹　
先
生

追加注文は、☎078－393－1807まで

２月～４月まで２月～４月まで
 第２シーズンスタート！ 第２シーズンスタート！

　子ども医療費に
ついてのクイズに
正解すると、抽選
でグルメ景品が当
たります。医院で
チラシを配布・回
収していただきま
す。

“景品付きクイズチラシ”は“景品付きクイズチラシ”は
注文制です！ぜひお申し込みを！注文制です！ぜひお申し込みを！

図　高齢化率と医療費の関係

科
」
を
実
現
し
、

こ
の
状
況
を
打
開

し
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
国
民
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
史
上
最

大
の
予
算
を
組
み

ま
し
た
が
今
一
度

無
駄
な
予
算
が
な

い
か
再
検
討
す
べ

き
で
す
。
無
駄
を

り
、「
格
差
医
療
」
の
容
認
で

あ
る
。
国
民
皆
保
険
制
度
の
公

平
性
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て

し
ま
う
。

　

さ
ら
に
現
在
、
こ
の
制
度
の

対
象
は
特
定
機
能
病
院
と
５
０

０
床
以
上
の
病
院
と
さ
れ
て
い

る
が
、
対
象
が
広
が
れ
ば
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
の
制
限
は
さ
ら
に

広
が
る
。

　

そ
も
そ
も
、
報
告
書
は
、

「
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
は
、

…
そ
れ
に
見
合
っ
た
税
負
担
が

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
…
こ
う
し

た
状
況
は
、
…
社
会
保
障
の
持

続
可
能
性
…
と
い
う
観
点
か
ら

極
め
て
問
題
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
図
に
あ
る
よ

う
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比
べ
、

日
本
は
高
齢
化
率
が
高
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
医
療
費
の
伸
び
を

抑
制
し
て
い
る
。
国
民
皆
保
険

制
度
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
高
齢
化
率
に
合
わ
せ
て
他

の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
に
医
療

費
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

は
、
お
金
さ
え
払
え

ば
大
病
院
を
自
由
に

受
診
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。

「
軽
症
で
の
大
病
院

受
診
」
以
上
の
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
と
言
え

よ
う
。
こ
の
よ
う
に

「
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
」
を
窓
口
負
担
金

額
で
抑
制
す
る
こ
と

は
、
受
診
で
き
る
医

療
機
関
が
経
済
力
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ

一
つ
に
「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
患
者
が
保

険
証
１
枚
で
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
自
由
に
医
療
機
関
を
受

診
で
き
る
と
い
う
す
ぐ
れ
た
特

徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本

は
、
世
界
最
長
の
平
均
寿
命
や

高
い
保
健
医
療
水
準
を
達
成
し

て
き
た
。
定
額
負
担
で
こ
れ
を

制
限
す
れ
ば
、
患
者
が
必
要
に

応
じ
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
危
険
性
も
あ

る
。
実
際
、
厚
生
労
働
科
学
特

別
研
究
事
業
「
病
院
外
来
受
診

時
の
一
定
定
額
自
己
負
担
制
度

導
入
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に

よ
れ
ば
、「
重
症
（
心
筋
梗
塞

の
前
哨
）
の
場
合
に
は
、
初
診

・
再
診
と
も
に
約
７
割
が
大
病

院
を
選
好
」
と
の
研
究
結
果
が

発
表
さ
れ
て
お
り
、
心
筋
梗
塞

の
前
哨
で
さ
え
も
、
大
病
院
に

直
接
受
診
す
る
こ
と
を
問
題
視
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求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士
・
歯
科
技
工
士
・
助
手

◇
勤
務
地　

神
戸
市
中
央

区
中
山
手
通
７
丁
目

◇
条　

件　

経
験
に
よ
り

優
遇
。
常
勤
、
非
常
勤
を

問
い
ま
せ
ん

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９

協
会　

松
村
ま
で

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

山
崎　

良
磨
先
生

垂
水
区　

内
・
小
・
神
経
科

１
月
１
日　

享
年
83
歳

日　時　２月21日（土）14時～16時
会　場　三田市総合福祉保健センター
講　師　 三田市・ひろせクリニック
　　　　廣瀬　智先生
参加費　テキスト代3000円
　　　　（テキスト不要の場合無料）

■北摂・丹波支部■在宅医療点数研究会

お申し込みは、☎078－393－1809まで

日　時　２月21日（土）17時～
会　場　グリーンヒルホテル明石「八千代」
テーマ　 最近の医療過誤訴訟の動向
　　　　 －外来診療でのクレームを未然

に防ぐために－
講　師　 阪神合同法律事務所
　　　　川西　譲・川西絵理弁護士

■明石支部■会員懇談会

西山先生が日常診療での留意点などを
スライドを用いて解説　　　　　　　

公立宍粟総合病院で　　　　
　　　　　　保険診療講習会

Ｑ１　「厚生労働大臣が定める検査（以
下、加算対象検査）」とそれ以外の検査
を同日に行い、加算対象検査の結果はそ
の日にすべて説明し、文書による情報提
供を行ったが、加算対象以外の検査結果
の説明と文書による情報提供が後日にな
った場合、加算対象検査についても加算
できないのか。
Ａ１　加算できます。検査実施日のうち
に結果についての説明、文書での情報提
供が求められるのは加算対象検査のみで
す。
Ｑ２　加算対象検査である尿中一般物質
定性半定量検査とヘモグロビンA１cを
同日に行い、尿中一般物質定性半定量検
査の結果のみその日にすべて説明、文書
による情報提供を行ったが、１項目とし
て加算できるか。
Ａ２　加算できません。行った加算対象

検査のうち、一つでも実施日に説明、文
書による情報提供を行わなかった場合は
全ての対象検査に加算できません。
Ｑ３　検査日の早朝尿と院内で採取した
尿の、二つの検体についてそれぞれ尿中
一般物質定性半定量検査を行い、同日中
に結果を説明し文書で情報提供した場
合、加算できるのは１項目のみか。
Ａ３　２項目として加算できます。医学
的必要があり、検体検査実施料がそれぞ
れ算定できる場合には併せて１日５項目
を限度として加算できます。
Ｑ４　加算対象検査はすべて院内で行わ
なければならないのか。
Ａ４　加算対象検査のうち、院内での検
査と外注検査が混在する場合であって
も、すべて実施日に結果が報告できれば
加算を算定できます。

医科保険請求

〈外来迅速検体検査加算〉

　

昨
年
12
月
18
日
に
公
立
宍
粟

総
合
病
院
が
開
催
し
た
保
険
診

療
講
習
会
で
、
協
会
副
理
事
長

・
審
査
対
策
部
長
の
西
山
裕
康

先
生
が
講
演
し
た
。
同
院
の
医

師
や
看
護
師
、
事
務
職
、
そ
の

他
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
、
67
人

が
参
加
し
た
。

　

同
院
が
近
畿
厚
生
局
に
届
け

出
て
い
る
「
臨
床
研
修
病
院

（
基
幹
型
）
入
院
診
療
加
算
」

の
施
設
基
準
で
、
院
内
の
全
職

種
の
職
員
を
対
象
と
し
た
保
険

診
療
に
関
す
る
講
習
会
を
年
２

回
以
上
実
施
す
る
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協

会
に
講
師
派
遣
の
依
頼
が
あ
っ

た
。

ど
カ
ル
テ
記
載
が
求
め
ら
れ
る

点
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

「『
何
も
書
い
て
い
な
い
』
は

診
療
報
酬
請
求
上
『
診
療
し
て

い
な
い
』
の
と
同
じ
扱
い
に
な

っ
て
し
ま
う
」
と
注
意
喚
起
し

た
。

　

西
山
先
生
は
、

保
険
診
療
の
概
要

や
審
査
、
指
導
、

監
査
の
現
状
と
対

策
、
日
常
診
療
で

の
留
意
点
な
ど

を
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
説
明
。
日

頃
か
ら
医
師
、
看

護
師
、
事
務
職
な

ど
他
職
種
間
で
十

分
連
携
を
と
る
こ

と
が
大
切
だ
と
強

調
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
疾

患
療
養
管
理
料
な

「日頃の連携を大切に」
西山副理事長が講演

　

昨
年
11
月
23
日
・
24
日
、
保

団
連
は
沖
縄
の
米
軍
基
地
や
戦

跡
を
め
ぐ
る
、
沖
縄
視
察
会
を

開
催
。
兵
庫
協
会
か
ら
川
西
敏

雄
副
理
事
長
、
伊
賀
幹
二
理

事
、
坂
口
智
計
評
議
員
が
参
加

し
た
。
坂
口
先
生
の
参
加
記
を

掲
載
す
る
。（
次
号
、
伊
賀
先

生
の
参
加
記
を
掲
載
）

　

今
回
、
保
団
連
沖
縄
視
察
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
基

地
移
転
の
問
題
は
非
常
に
根
深

上
げ
ら
れ
、
民
間
人
の
利
用
で

き
る
平
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
で
す
。

　

「
世
界
で
最
も
危
険
な
飛
行

場
」
と
、
米
国
防
長
官
に
言
わ

し
め
る
普
天
間
基
地
で
す
が
、

基
地
の
フ
ェ
ン
ス
の
周
囲
に
び

っ
し
り
と
住
居
や
商
店
、
病

院
、　

学
校
が
ひ
し
め
き
合
う

よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
間
人
が
使
え
る
平
地
が
と
て

く
、
簡
単
に
解

決
で
き
な
い
問

題
で
あ
り
、
沖

縄
だ
け
で
な

く
、
日
本
国
民

全
体
で
も
っ
と

問
題
の
本
質
を

理
解
し
、
深
く

議
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
し
た
。

　

普
天
間
基
地

の
最
大
の
問
題

は
、
平
地
と
い

う
平
地
が
基
地

の
た
め
に
取
り

も
少
な
い
本
島
で
は
、
市
街
地

の
拡
大
と
と
も
に
そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

そ
れ
に
対
す
る
米
国
の
言
い

分
は
、
何
も
な
か
っ
た
普
天
間

基
地
の
周
囲
に
、
ど
ん
ど
ん
勝

手
に
日
本
人
が
進
出
し
、
住
み

始
め
て
き
た
か
ら
今
の
よ
う
な

世
界
で
最
も
危
険
な
基
地
に
な

っ
た
の
だ
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
視
点
か
ら
根
本
的
に
欠
落

し
て
い
る
事
実
は
、
70
年
前
、

元
々
島
民
が
住
ん
で
い
た
土
地

を
家
屋
ご
と
焼
き
払
い
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
平
ら
に
し
、
敗
戦

で
あ
え
ぐ
島
民
を
収
容
所
に
収

容
し
て
い
る
間
に
、
飛
行
場
と

し
て
整
備
し
基
地
を
拡
張
し
て

き
た
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
維
持
管
理
費
は
言
う

に
及
ば
ず
、
地
権
者
に
支
払
う

地
代
も
含
め
て
全
て
日
本
の
思

い
や
り
予
算
、
私
た
ち
の
血
税

で
賄
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

米
国
で
基
地
を
作
る
際
、
周

囲
に
住
居
や
学
校
を
建
設
し
な

い
広
大
な
安
全
地
帯
を
設
け
る

と
い
う
基
準
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
普
天
間
基
地
は
他
国

の
領
土
に
あ
る
の
で
こ
の
基
準

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

普
天
間
基
地
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
近
隣
住
民
に
と
っ
て
最
悪

で
あ
り
、
市
の
70
％
が
基
地

で
、
か
つ
ど
真
ん
中
に
あ
る
の

で
、
市
を
横
断
す
る
道
路
を
作

れ
ず
、
消
防
車
や
救
急
車
で
さ

え
大
き
く
基
地
を
迂
回
す
る
形

で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

異
常
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
本
当
に
大
変
な
こ
と

で
、
神
戸
市
な
ら
中
央
区
、
兵

庫
区
あ
た
り
全
て
が
基
地
の
敷

地
で
占
め
ら
れ
、
市
民
は
一
切

近
寄
れ
ず
、
基
地
周
囲
の
フ
ェ

ン
ス
直
近
か
ら
六
甲
の
す
そ
野

一
帯
と
海
岸
線
一
帯
が
び
っ
し

り
と
住
居
に
な
っ
て
い
る
と
想

像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
う
着
状
態
に

あ
っ
た
基
地
移
転
問
題
で
、
仲

井
眞
元
知
事
、
安
倍
政
権
が
辺

野
古
移
転
を
進
め
た
の
も
、
こ

の
異
常
事
態
を
察
す
れ
ば
あ
る

程
度
理
解
す
る
べ
き
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
国
税
で
全
て
賄
お

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
っ
と

本
土
の
人
間
も
敏
感
に
な
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
よ
う
な
現
地
の
視
察

会
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
基
地
問
題
に
無
関
心
に
な

り
が
ち
な
本
土
の
友
人
・
知
人

に
も
沖
縄
の
実
情
を
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
話
し
続

け
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
企

画
を
、
ぜ
ひ
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

普天間基地を見下ろせる高台の展望台で
基地問題の実情を学ぶ参加者ら　　　　

参
加
記

これが神戸なら…
想像してほしい

保団連沖縄視察会

医業に精通し、納税者の立場に立った協会の税理士がサポート！

税経個別相談会
日　時　２月７日（土）、８日（日）、15日（日）、22日（日）各13時～17時の間
会　場　協会会議室
費　用　１時間あたり5000円（医経研会員は年２回まで無料）

事前予約制。お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 山下まで

山
形　

雅
俊
先
生

東
灘
区　

耳
鼻
咽
喉
科

11
月
１
日　

享
年
89
歳

松
浦　

泰
明
先
生

伊
丹
市　

リ
ハ
・
内
科

12
月
27
日　

享
年
55
歳

赤
木　
　

肇
先
生

相
生
市　

産
婦
人
科

１
月
１
日　

享
年
75
歳

寺
本　

保
二
先
生

準
会
員　

耳
鼻
咽
喉
科

１
月
１
日　

享
年
56
歳

日　時　２月７日（土）16時～18時
会　場　協会５階会議室
講　師　 神戸大学大学院医学研究科 

微生物感染症学講座感染治療
学分野（感染症内科）講師

 大路　剛先生

日　時　２月21日（土）16時～18時
会　場　協会６階会議室
講　師　姫路市・西川クリニック院長
 西川　実徳先生

薬科部漢方研究会薬科部研究会

節足動物由来の感染症
～リケッチア感染症からデング熱まで～

気の昇降出入
～補中益気湯と排膿散及湯を中心として～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

須磨区・歯科　　坂口　智計

日　時　５月10日（日）
内　容　淡路島でお香作り体験や「花みどりフェア」、酒蔵見学を満喫！
　　　　※詳細が確定次第ご案内します

薬科部　淡路島バスツアー開催決定



保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク

２０１５年(平成２７年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７７２号（７）

＝Dental Health
 Common Expressions
　歯科での一般的な会話
 （歯科医師編　その２）＝
I will remove the plaque.
歯垢を取ります。
I will polish your teeth.
歯を磨きます。
Have you had a local anesthetic before?
局所麻酔をされたことはありますか？
Do you have an allergic reaction to 
anesthetics?
麻酔アレルギーはありますか？
I will make an incision in the gum.
歯ぐきを切開します。
I think you should wear a brace.
矯正（歯列矯正器）をした方がいいと思
います。
You will need dentures.
入れ歯が必要です。
Open your mouth（wide）please.
口を（大きく）開けてください。
Keep your mouth open.
口を開けておいてください。
I will put in some antiseptic liquid.
消毒をします。
I will give you an anesthetic now.
今、麻酔をかけます。
Try to relax.
できればリラックスしてください。

The anesthetic will take effect in about 
５ minutes.
麻酔はあと５分くらいで効きます。
Is it numb now?　
しびれていますか？
I’ll blow air over it.
風をかけます。エアーをかけます。
Wait for the cement to dry.
セメントが乾くまで待ってください。
Raise your left hand if it hurts.
痛みを感じたら、左の手を上げてくださ
い。
Did it hurt?
痛かった？
Bite on this please.
これを噛んでください。
Grind your teeth.
カチカチ噛んでください。
How does it feel（when you bite）?
（噛んでみて）どうですか？
Does it feel strange?
違和感を感じますか？
You can close your mouth now.
口を閉めていいですよ。
Rinse out your mouth please.
口をゆすいでください。
I recommend flossing regularly.
糸ようじの定期的な使用をおすすめしま
す。
How often do you brush your teeth?
（一日に）歯を何回磨きますか？
You should brush after every meal.
毎回食後に磨いた方がいいですよ。

※ 『英語で診療・外科系』（金芳堂）より
 【西宮市　坂尾　福光】
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文
化
部
は
昨
年
12
月
７
日
、

福
田
俊
明
理
事
ら
を
講
師
に
、

「
そ
ば
打
ち
体
験
企
画
」
を
コ

ミ
ス
タ
神
戸
で
開
催
し
、
44
人

が
参
加
し
た
。
森
寺
邦
康
先
生

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

そ
ば
打
ち
体
験
に
、
小
学
６

年
生
の
次
男
と
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　

受
け
付
け
を
済
ま
せ
、
エ
プ

ロ
ン
を
身
に
付
け
ワ
ク
ワ
ク
し

た
気
持
ち
で
待
っ
て
い
る
と
、

福
田
先
生
か
ら
の
簡
単
な
あ
い

さ
つ
の
後
、
名
人
た
ち
の
そ
ば

打
ち
実
演
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
さ
す
が
そ
ば
打
ち
の
有
段

者
！　

そ
ば
打
ち
の
工
程
を
私

た
ち
に
く
わ
し
く
話
し
な
が
ら

も
見
事
な
手
さ
ば
き
で
、
そ
ば

を
打
ち
終
わ
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
い
よ
い
よ
私
た
ち
が

そ
ば
を
打
つ
番
で
す
。
参
加
者

が
交
代
で
体
験
を
し
ま
す
。
次

男
は
器
用
に
水
ま
わ
し
を
こ
な

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
麺

棒
を
使
う
伸
ば
し
は
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
。
や
は
り
子
ど
も
に

は
難
し
い
行
程
な
の
か
と
、
選

手
交
代
で
伸
ば
し
を
行
い
ま
す

が
、
思
う
よ
う
に
麺
棒
が
転
が

り
ま
せ
ん
。
名
人
に
猫
の
手
に

な
っ
て
な
い
と

ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
す

が
、
思
う
よ
う

に
麺
を
伸
ば
せ

ま
せ
ん
で
し

た
。

　

切
り
で
は
、

そ
ば
を
均
等
な

太
さ
で
切
る
こ

と
が
い
か
に
難

し
い
か
体
験
で

き
ま
し
た
。
参

加
者
の
そ
ば
打

ち
が
終
了
す
る

と
、
名
人
が
打

っ
た
そ
ば
の
試
食
タ
イ
ム
で
し

た
。
名
人
が
そ
ば
を
茹
で
、
冷

水
で
し
め
、
ざ
る
に
盛
る
や
い

な
や
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
ば
を

奪
い
取
り
、
お
い
し
そ
う
に
平

ら
げ
、
次
の
そ
ば
が
茹
で
上
が

る
の
を
待
ち
構
え
る
ほ
ど
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
小
腹
が
満

た
さ
れ
、
大
人
た
ち
も
そ
ば
に

あ
り
つ
け
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
食
べ
る

の
も
納
得
の
う
ま
さ
で
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
打
っ
た
そ
ば
を

お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
り
食
べ

ま
し
た
が
、
次
男
は
１
口
食
べ

た
後
、「
残
り
は
食
べ
と
い

て
」
と
い
う
出
来
映
え
で
し

た
。
そ
ば
打
ち
体
験
に
参
加

し
、
楽
し
い
半
日
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
講
師
の
福
田
先
生
を
は

じ
め
そ
ば
打
ち
名
人
、
な
ら
び

に
事
務
局
の
方
々
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
歯
科
・
準
会
員

 

森
寺　

邦
康
】

子どもたちもいっしょに、名人の指導のもと
そばを打った　　　　　　　　　　　　　　

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

別
室
に
は
、
ハ
ト
ホ
ル
女
神

に
関
す
る
展
示
品
が
並
べ
ら
れ

て
い
た
。
ハ
ト
ホ
ル
と
は
「
ホ

ル
ス
（
天
空
の
神
）
の
館
」
の

意
味
で
、
ホ
ル
ス
を
守
り
育
て

る
天
空
の
女
神
で
あ
り
、
太
陽

神
・
創
造
神
ラ
ー
と
関
係
が
深

く
、
天
空
を
行
き
来
で
き
る
と

さ
れ
た
。
誕
生
と
母
性
の
女
神

で
あ
り
、
創
造
の
働
き
、
多
産

で
子
を
養
う
母
性
を
表
し
、
雌

牛
が
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
シ

ナ
イ
半
島
で
は
ト
ル
コ
石
の
産

出
鉱
山
の
守
護
神
で
も
あ
っ

た
。

　

ハ
ト
ホ
ル
女
神
の
描
か
れ
た

柱
、
装
飾
品
や
シ
ス
ト
ラ
ム

（
祭
礼
や
儀
式
用
の
楽
器
）
に

は
豊
穣
と
子
孫
の
繁
栄
を
祈
る

民
衆
の
心
情
が
感
じ
ら
れ
た
。

切
れ
長
な
目
じ
り
と
優
し
そ
う

な
口
元
は
母
性
愛
を
感
じ
さ
せ

る
。

　

「
イ
シ
ス
神
と
ア
シ
ュ
ー
ト

の
ウ
プ
ウ
ア
ウ
ト
神
」
の
男
女

の
立
像
は
配
偶
者
同
士
を
表

し
、
幸
あ
れ
と
祈
る
家
族
の
気

持
ち
が
感
じ
ら
れ
た
。「
イ
シ

ス
女
神
と
ホ
ル
ス
神
の
小
像
」

の
、
ホ
ル
ス
を
膝
の
上
に
抱

き
、
乳
首
を
く
わ
え
さ
せ
よ
う

と
す
る
イ
シ
ス
の
母
性
愛
に
満

ち
た
表
情
と
ホ
ル
ス
の
満
ち
た

り
た
表
情
は
究
極
の
母
性
愛
の

理
想
像
で
あ
ろ
う
（
図
）。

　

権
勢
を
誇
っ
た
ト
ト
メ
ス
３

世
の
３
人
の
外
国
人
の
妻
の
装

飾
品
は
金
や
ト
ル
コ
石
を
材
料

と
し
た
モ
ダ
ン
で
華
や
か
な
デ

ザ
イ
ン
で
、
異
人
種
の
美
女
を

引
き
立
た
せ
た
で
あ
ろ
う
。

　

王
族
の
化
粧
道
具
は
、
暑
く

て
砂
嵐
に
悩
む
エ
ジ
プ
ト
の
風

土
に
は
欠
か
せ
な
い
必
需
品
で

あ
っ
た
。
な
め
ら
か
な

肌
を
求
め
て
使
用
し
た

と
い
う
、
ナ
イ
フ
や
ピ

ン
セ
ッ
ト
な
ど
も
興
味

を
そ
そ
っ
た
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
伝
統
文

化
は
ナ
イ
ル
河
と
砂
漠

が
母
体
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
育
ま
れ
た
太
陽
を

崇
め
る
民
族
の
歴
史
を

表
わ
し
て
い
た
。

 

（
お
わ
り
）

イ
シ
ス
女
神
と
ホ
ル
ス
神
の
小
像
（
展
覧
会
図
録
よ
り
）

ニューヨーク・メトロポリタン美術館展を観て

女王と女神について㊦

高砂市　　岡部桂一郎

生地を伸ばす・切る
難しさ、楽しさ知る

文化部そば打ち体験企画

日　時　２月８日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室　
講　師　東京医科歯科大学大学院歯学総合研究科
　　　　口腔機能再構築学講座　小児歯科学分野　准教授　宮新美智世先生
定　員　120人（事前申込順）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

小児の外傷－応急処置から長期経過まで－
歯科定例研究会

　2014年に保険医年金を解約された方は、利息を一時所得として申告する必
要があります。また、年金として受給中の方は、昨年12月末に三井生命より
送付された「生命保険契約にもとづく年金のお支払内容報告書」（はがき）
を参照の上、雑所得の申告をしてください。
　「生命保険料控除証明書」は、昨年11月にお送りした積立金通知書に記載
されています。なお、一般生命保険料控除（個人年金扱いはできません）と
なりますので、ご注意ください。
※ 2010年度税制改正により、生命保険料控除の制度が変更されました。保険
医年金は旧制度の生命保険料控除で申告してください。

〈保険医年金の申告額の計算〉
一時所得＝（一時金受取額－払込掛金－50万円）×２分の１
雑所得＝年間支払額－年間必要経費（対応する掛金額） 

※他に一時所得や雑所得がある場合は、それぞれ合算して申告してください。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805　まで

2014年に保険医年金を解約、または2014年に保険医年金を解約、または
年金受給された方は、申告をお忘れなく年金受給された方は、申告をお忘れなく
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想
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

団体定期
生命保険 

■過去５年平均の配当率は45％
■団体保険だから断然安い保険料　
■最高5000万円の高額保障
■配偶者1000万円のセット加入あり

■加入者数5000人を超えました
■  ライフプランに合わせていつでも
増額･減額できます

■医師による診査はありません

死亡保険は安さが一番です死亡保険は安さが一番です
いま話題のネット生保といま話題のネット生保と
比べてください比べてください！！

病気やケガの休業に備えて、
高い保険料を払っていませんか？

最長75歳まで、730日の充実保障／割安な掛金が満期
まで上がりません／掛け捨てではありません／弔慰・
高度障害給付あり／自宅療養、代診をおいても給付／
精神疾患も給付／所得補償保険との重複受給ＯＫ

休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店手数料を含まない、非営利･助け合い共済です休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店手数料を含まない、非営利･助け合い共済です
次回受付は４月１日開始

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

（８）第１７７２号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１５年(平成２７年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)
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はじめに
　糖尿病患者では皮膚も例外ではなく、
直接的、間接的に全身的糖代謝異常の影
響を受け、多彩な皮膚症状を生ずる。糖
尿病専門外来に通院中の患者を対象に皮
膚の検診を行なうと、60%以上の患者に
何らかの皮膚疾患が見られる（母斑性疾
患を除く）。糖尿病入院患者では皮膚疾
患の合併頻度はさらに高く、足白癬のみ
でも74.1%に達する。
　近年、糖尿病診療にあたる専門医や一
般内科医の間でも糖尿病患者の皮膚病変
への関心が急速に高まってきている。こ
の理由として、医療の進歩に伴う糖尿病
罹病期間の長期化に伴い、糖尿病合併症
の終着点ともいえる糖尿病性潰瘍・壊疽
も増加し、下肢切断を余儀なくされる症
例が多くなったことが一因と考えられ
る。
　本講演では、十分に解明されていると
は言えないが、糖尿病患者の皮膚に生じ
ている病態生理について若干の解説を加
え、糖尿病潰瘍・壊疽をはじめとする種
々の皮膚疾患との関連性についても言及
したい。

皮膚のグリケーションと老化の亢進
　生体蛋白に糖が結合すると非酵素的に
蛋白の糖化が生じ、これが蛋白の本来の
機能を低下させる。著者らは皮膚のグリ
ケーションを測定することにより、糖尿
病に伴う皮膚疾患との関連性が明らかに
なるのではないかと考え、皮膚角層、爪
などのグリケーションを測定したが、
HbA1cと強い相関性がみられ、皮膚にお
ける特異性は見いだし得なかった。
　著者らは、各年齢層の下腿から角層細
胞を採取し糖尿病患者と健常人を比較し
たところ、健常コントロールでは年齢に
比例して角層細胞の増大すなわち表皮の
ターンオーバーが遅延するが、糖尿病患
者では20歳代からすでに角層細胞の増大
・ターンオーバーの遅延がみられた。核
酸もグリケーションを受け、その寿命が
長いためDNA鎖の断裂、修復、複製、転
写などの障害を来すためと推測されてい
る。
　糖尿病ヘアレスマウスでも表皮ターン

オーバーの遅延、角層水分量や角層トリ
グリセリド量の減少がみられるが、セラ
ミド、コレステロール、脂肪酸量は増加
し、角層バリア機能は正常である。糖尿
病における角層機能はヒトの高齢者皮膚
の性状と共通しており、糖尿病患者の皮
膚は老化亢進状態（accelerated aging）
といえる。

糖尿病神経障害と皮膚
　軽症の糖尿病でも10年以上続くと高頻
度に神経障害を伴う。神経障害は運動神
経障害、知覚神経障害、自律神経障害か
ら成る。
　運動神経障害は、支配筋肉の筋力低下
により足のバイオメカニクスにアンバラ
ンスが生じ、荷重が集中する部位に胼胝
・潰瘍を形成する。知覚神経障害は外傷
や感染に気づくのが遅れ、重症化するこ
とがある。自律神経障害としては発汗低
下が特に足部・ 下腿に始まることが多
い。水分保持能の低下と相まって足部は
乾燥、角化、亀裂を生じ、潰瘍・壊疽へ
の引き金にもなりうる。
　糖尿病性神経障害が関与する皮膚疾患
として、 前脛骨部色素斑（pigmented 
pretibial patches）、 糖 尿 病 性 水 疱、 
verrucous skin lesions on the feet in 
diabetic neuropathy、糖尿病性潰瘍の一
部などがある（図）。

糖尿病大血管障害と皮膚
　近年、動脈硬化の進行に伴う下肢虚血
症例が増加している。糖尿病患者におけ
る動脈硬化症の特徴として、耐糖能異常
・軽症糖尿病でも促進因子になる、非糖
尿病患者より広範囲に血管閉塞を生ず
る、多分節性でより末梢に生じやすいな
どがある。
　末 梢 動 脈 疾 患（peripheral arterial 
disease：PAD）のうち、虚血性の安静時
疼痛を示すもの（Fontaine分類Ⅲ度）も
しくは虚血による潰瘍や壊疽を生じたも
の（Fontaine分類Ⅳ度）を、重症下肢虚
血（critical limb ischemia：CLI）と呼
ぶ。CLIは心筋虚血や脳梗塞など全身性
の疾患であり、２年後には患者の３分の
１が、５年後には２分の１が死に至る予
後不良の疾患である。

糖尿病患者の日常診療において
留意すべき皮膚疾患

図　糖尿病性水疱（第Ⅰ趾）と鶏眼（第Ⅱ趾）

昭和大学医学部皮膚科学講座　　末木　博彦先生講演

下などの報告があるが、未解明の点も多
い。
　壊死性筋膜炎による死亡例の解析で
も、基礎疾患としては糖尿病が最も多
い。壊死性筋膜炎とガス壊疽との鑑別は
重要であり、XPやCTによるガス像のチ
ェックが必須である。糖尿病性潰瘍が趾
先部（特に第Ⅱ趾）に生ずると靴に当た
って感染を生じやすく、皮膚直下に末節
骨があるため容易に骨髄炎を生じやす
く、趾切断に至るため特に注意を要す
る。
　足白癬の罹患率は糖尿病患者と非糖尿
病患者で有意差はないが、爪白癬の罹患
率は糖尿病患者で有意に高い。

おわりに
　皮膚病変は、糖尿病診断の契機となり
うるばかりでなく、糖尿病神経障害や大
血管障害を疑う契機ともなる。糖尿病潰
瘍・壊疽の発症予防、早期発見・治療に
は、足の定期的診察が重要である。

　糖尿病性潰瘍・壊疽の診察にあたって
は、最初に血流評価を確実に行う必要が
ある。足背動脈が十分に触知できればま
ず問題ないが、触知しない場合はレーザ
ードップラー聴診、 皮膚還流圧（skin 
perfusion pressure：SPP）やTaCO２測定
を行う必要がある。
　下肢虚血が認められる場合は、カテー
テル治療や外科的血行再建術により血流
の改善を先行させる必要がある。重症下
肢虚血のある患者では、陥入爪のテーピ
ングやガター法・フェノール法などの爪
形成術、デブリドマン、弾性ストッキン
グなどの軽微な刺激でも壊疽を生ずる引
き金になりうるため、注意が必要であ
る。

免疫機能異常と皮膚
　糖尿病患者においては、易感染性や感
染を生じた場合の重症化が問題となる。
糖尿病による好中球遊走能・貪食能の低
下、マクロファージの機能低下、グリケ
ーションによる免疫グロブリンの機能低

「医の倫理―過去・現在・未来―」プレ企画　市民公開学習会

日　時　２月14日（土）17時～19時　　会　場　協会５階会議室
講　師　核戦争を防止する兵庫県医師の会代表、協会副理事長　郷地　秀夫先生
　被爆者医療に取り組み、原爆症集団訴訟を支援してきた郷地秀夫医師が、731
部隊、原爆、原発と続く医師・医学者の倫理的責任を検証します。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 栗山まで

ハルビン、ヒロシマ・ナガサキ、そして福島
―医師・医学者の戦争責任・戦後責任を検証する―


